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一 裏切者








　故郷が燃えている。

　山の谷間でささやかに生きてきたタイタンの民、彼らは皆捕えられた。丹精込めて育てていた麦畑、小さな家──それが全部燃えている。

「アデレイド様、御父上は神殿に逃げ延びられました」

　アデレイドと呼ばれた娘は小さく息を吐いた。女らしい体を銀の鎧で覆っている。艶やかな黒髪が背中の胴当てまで伸びていた。

「良かった、せめて、お父様の祈りを妨げられなくて」

　彼女は振り向き、その黒い瞳で配下の者たちを見た。周りにいるのは十人ほどの兵士だ。数は少ないが、皆自分に命を預けてくれている。

「ジャンドリアの兵がこちらへ近づいております」

　アデレイドは崖の上から山道を見た。細い道を、大量の兵士たちが登ってくる。皆黒い鎧に身を覆い背中には大量の矢、あるいは鋭い槍を持っていた。

　ここにいる兵ではとても敵わぬ数だった。アデレイドは一瞬苦し気に視線を伏せ、決意するように顔を上げた。配下の者たちは一心に自分を見つめている。

「皆、覚悟は出来ているな。確かに我々の数は少ない。だが一人が十人を殺せば百人のジャンドリア兵を消せる。その間に父上──エスタル様は祈ってくださる。我々は皆天国へ行けるのだ」

「アデレイド様はお逃げにならないのですか？」

　兵たちの言葉に首を横に降った。

「国が亡びるというのに、どこへ逃げるというのですか……私の行くところは天国のみ、そうでしょう、皆」

　自分の言葉に皆泣き出した。

「アデレイド様……姫様が我々と戦ってくださるなんて」

「なんと凛々しいお心」

　アデレイドは兵士たちに向って精一杯微笑んだ。化粧っけのないその頬は桃色に染まっている。

「私の運命はタイタンと共にある。お父様が作られたこの国に殉ずるのが私の喜びなのです」

　山奥にひっそりと生きてきたタイタンの民、貧しくとも清く正しく生きてきた我々──汚れて生きるより、美しく死にたい。

「アデレイド様、来ました！　ジャンドリア軍が崖を登っています」

　斥候に出ていた侍従のタロッドが飛び込んできた。

「よし、迎え撃つのだ」

　アデレイドは剣を抜き、洞窟から出ようとした。だがタロッドは真っ青な顔のまま立ちふさがっている。

「どうした、お前も戦う支度をしなさい」

「アデレイド様……落ち着いて聞いてください。行方不明だったロタリオがジャンドリア側にいました」

　その名前を聞いた途端、アデレイドの胸にかっと熱い血液が流れ出した。

（その名を今聞かせないで）

「ジャンドリアに捕らえられていたのですか。可哀そうに……きっとタイタンの人間と誤解されて殺されるだろう。だがもう助けられない、我々も……」

　タロッドは激しく首を横に降った。

「違うのです！　彼が……ロタリオが、ジャンドリア軍の指揮をしているのです！　彼が将軍なのです」

　その言葉の意味が、すぐ理解できなかった。

「……なにを言っている？」

　いつも落ち着いている侍従の視線がゆらゆらと彷徨っている。

「信じられないでしょう、私も自分の目を疑いました。だが、ジャンドリアを率いているのはあのロタリアだったのです。アデレイド様が助けた、あの浮浪者なのです！」

　次の瞬間、アデレイドの頭に電流が走り抜けた。

「……そうだったのですか」

　胸を刺すような痛みが走り、思わず拳を握りしめる。

（あいつが全ての原因だった）

　山の中に潜むタイタンがあっさり見つかったのは。

　守りの一番弱い部分から侵入され、あっという間に攻め込まれたのは。

　全て、あの男の仕業だったのか。

（全部、嘘だった）

　あの優しい瞳も。

　つないだ手も。

　そして、あの時──。

（やめて！）

　思い出したくなかった。自分の記憶を振りほどくように黒髪の頭を上げる。

「ロタリアは、ジャンドリアの間諜だった」

　アデレイドは大きな剣をヴン、と大きく振った。

「私の獲物は決まった。憎むべき裏切り者を切り捨て、剣の錆にする。皆私に続け！」

　勢いよく洞窟を飛び出す彼女の後を兵士たちがついていく。その背中にタロッドが呼びかけた。

「お待ちください、性急に飛び出ては危険です！」

　だがその声はもうアデレイドには届かなかった。彼女はすでに陽光の下にいた。

　崖の上から見下ろす山道は、すでにジャンドリア兵士で埋め尽くされている。

　その中に一人だけ、馬に乗り金の胴当てを身に着けた人間がいた。肩から金糸で彩られた白いマントがたなびいている。一目で身分の高い人間だと分かった。

　彼は真っ直ぐこちらを見つめている。

　麦の穂のような髪、女のように白い肌。鼻筋はよく出来た人形のように細い。

　彼の瞳の色まではっきり分かった。曇り空のような灰色だ。

（ロタリオ）

　アデレイドの胸に短剣に刺されたような痛みが走った。

（お前は誰なの）

　アデレイドが立ち尽くしている間に、彼は手に持った錫杖を上に掲げ、素早く振り下ろした。

「かかれ！」

　それを合図にジャンドリア兵がいっきに崖を登ってきた。鉄砲水のような突撃──。

「姫様、危ない！」

　慌てて剣を構えようとする。だが黒い鎧に黒い盾を持ったジャンドリアの兵士たちが前に立ちふさがる。まるで壁のようだった。

「ううっ」

　盾の間から兵士の腕が伸びてきてアデレイドの手首を掴む。強い力に思わず剣を落としてしまった。

「離しなさい、無礼者！」

　必死で抵抗しても屈強な兵士たちにはかなわなかった。他のタイタン兵たちも次々と地面に押さえつけられていく。

　アデレイドたちタイタン兵は相手を切り殺すどころか、碌な抵抗も出来ぬまま捕えられた。







　どのくらい荷台の上で揺られていたのだろう。

　アデレイドは後ろ手に縛られ、頭から麻袋を被せられて荷台に放り込まれた。周囲にはタイタン兵が同じように収納されている。

「くそ、殺せ！」

　抵抗する力はだんだん消えていく。荷台はいつまでたっても止まろうとはしなかった。

（どこへ連れていかれるのだ）

　ようやく荷台を引く馬が停止した時、自分を包む空気は夜の冷気を漂わせていた。

「お前はこっちだ」

　アデレイドは他の兵士と離され、腕を掴まれ屋内へ入った。足の感触は石作りの屋敷だ。

（ここはどこなの）

　タイタンから出たことのないアデレイドは自分が今どこにいるのかすら分からなかった。自分を捕えている男は扉を開き、自分を中へ入れる。

「陛下、連れてきました」

　次の瞬間、聞き覚えのある声が聞こえた。

「ごくろう、そこに吊るしてくれ」

　その声は間違いない。

（ロタリオ！）

　自分を連れてきた男は一旦腕の縄をほどくと手首を上へ持ち上げ、再び縛り上げる。その縄は頭の上にある鉤のようなものに引っ掛けられた。

　そこまで終わって男はアデレイドの頭から袋を取り去った。

「ロタリオ」

　間違いない、森を彷徨っていた浮浪者、自分が助けたロタリオが目の前にいた。

　だが、顔以外はすっかり変わっている。自分の目の前に現れた時の彼はずだ袋のような服を着ていたのに、今彼が来ているのは艶やかに光る真っ白な絹のシャツだった。

　変わらないのは透けるような金髪と、灰色の瞳──。

「アデレイド、怪我が無くて良かった」

（何故）

　彼の表情は以前と変わらぬ、春の日差しのような笑顔。

（何故その笑みを私に向けられるの）

　彼の手が自分の頬に触れようとする。その掌を拒絶したくて頭を激しく振った。

「私に触れるな！　裏切者」

　ロタリオは一旦手を引っ込めると、突然顔を掴んだ。

「抵抗するな、時間が無い」

　不意に彼の声に威厳がこもった。人に命じ慣れている人間のものだった。灰色の瞳もきつく自分を見つめる。

（お前は）

「王の居場所を言うのだ。私の兵はまだ見つけていない」

　その声はタイタンでの彼と正反対だった。ロタリオはいつも大人しく、優しかったのに。

（私が見ていたのは、誰だったの？）

　彼をどれほど見つめても、タイタンでの面影は見つからない。いつも薄汚れていた頬は艶やかに輝き髪もくしけずられている。アデレイドは震える声で問うた。

「お前は……誰なのです」

　彼の身なりも物腰も、ただの平民ではなかった。

「私は、ジャンドリアの白龍軍将軍にして皇帝の息子、ロタリオだ」

　皇帝の息子──その意味をはっきり認識するのにしばらく時間がかかった。

（皇帝の息子……帝国の跡取り？）

　おぼろげな記憶だが、ジャンドリアの皇帝に息子は一人しかいないはずだった。

「お前、皇太子だったのか？　そんな男が何故？」

　言葉を続けようとしたが、顎をさらに強く掴まれる。

「私の身分はどうでもいい、時間がないのだ。エスタル王はどこへいった。タイタン中をくまなく探しても見つからなかった。父親の隠れ家を言いなさい。秘密の神殿があるだろう」

　顔を鷲掴みにされたまま、アデレイドは彼を睨みつける。

「お前に……教えると思いますか……父上は今神に祈っておられる、民を天国へ送るために」

　タイタンは神の国、住民はもれなく天国へ行ける──それが父である国王、エスタルの教えだった。

　ロタリオはそんなアデレイドをじっと見つめる。その視線が自分の心を見透かしそうで不安になった。あえて強い視線で見返す。

「どうしても教えぬか」

「しつこい、私の意思は変わりません。用無しならさっさと殺しなさい」

　国に殉ずれば天国へ行ける──アデレイドの望みはそれだけだった。

「私はタイタンで生まれた、純粋なタイタンの子です。生まれながらに天国へ行くことが決まっている。殺すのは無慈悲ではない、やりなさい」

　ロタリオは顔を掴んでいた手を離すと、一歩後ろに下がった。その視線が自分の頭から足先までなぞる。

（なにを考えているの）

　彼の気持ちが分からなかった、昔から──謎めいた、灰色の瞳。

「タイタンの姫であり騎士、アデレイドよ。私はお前を殺さない」

　再びロタリオが近づいてきた。

「殺すには惜しい、美しい女だ」

　彼の思考に触れてアデレイドは戦慄する。

「私を侮辱するつもりですか！　指一本でも触れたらお前は地獄に落ちますよ！」

　ロタリオは微笑む。

「ならば、もう私の地獄行きは決まっているね。タイタンでもう君に触れている」

　アデレイドの頬がかっと赤く染まった。

「あれは……」

　夕暮れ、一度だけ犯した過ち。

　彼の裏切りも知らず、心を寄せてしまった。

「お前だけは、決して許しません……！」

　アデレイドの黒い瞳に涙が浮かんだ。その水分をロタリオの指がぬぐう。

「忘れるな。君はすでに私の虜囚、なにをしようと自由なのだ」

　ごわついた麻布の服の上から体に触れられる。

「なにをする……！」

　布の上から体をなぞられる。アデレイドの肉体は、その純粋さを裏切るかのように豊かに成熟していた。大きく実った乳房に細くくびれた腰、ズボンに包まれている尻は大きく張り出している。その曲線を楽しむようにロタリオの掌が撫でた。

「私に触らないで！」

「ならば、エスタル殿の居場所を言うか」

　絶句した。自分の貞操と父の命、それを天秤にかけろと言うのか。

「卑怯者……」

　涙をこらえてロタリオの顔を睨みつける。どれほど悔しくても今は手も足も出ない。

「どうする？　今すぐ彼の居場所を言えば君を汚すことはしない」

　死ぬよりつらい、だが迷いはなかった。

「くどい、どれほど脅されようと父の居場所は言いません。馬鹿にしないで」

　するとロタリオは何故か嬉しそうに微笑んだ。

「そうか、これで君に触れる許可が得られたわけだ」

「なんだと……！」

　彼の手がシャツの裾から手を入れて、直接肌に触れてきた。

「ひ……！」

　自分の口からか細い悲鳴が上がりそうになって思わず息を呑む。

　ロタリオは腕を無遠慮に進め、長い指が自分の乳房に触れる。その指を払いのけることも出来ない。

　鎧に隠されていたアデレイドの胸が男の手に蹂躙される。

「やめてっ……！」

　指先が乳房の丸い先端に触れたとたん、吊るされていた体がびくんと跳ねる。

「触らないで、汚らわしい……！」

　タイタンの女はタイタン人としか番ってはいけない、他国の男に犯されたら天国へは行けない、だから男たちは命がけで女を守る──そう教わっていた。

　それなのに今、憎むべき裏切者に嬲られていても抵抗すら出来ない。

「タイタンにいた時から思っていた。君が美しく装ったらどんなだろうと。ジャンドリアのどんな貴婦人にも負けない」

「うるさいっ……私は、聖騎士ですっ……！」

　神の子として産まれ、タイタンを守ることが自分の使命。

　それが叶わぬ夢となった今、一刻も早く天国へ行きたいのに。

『正しく生きているタイタンの民には、極上の天国が用意されている。もう飢えも病も無くなるのだ』

『現世での栄華を求めるな。天上での永遠の平和を願うのだ』

　父エスタルの言葉が蘇る。

（私は……タイタンの希望、堕落するわけにはいかない）

　確かに国は無くなったが、まだ生き残りはいる。彼らの支えはまだタイタンに残っているエスタルと、国に殉ずる自分──。

　もし自分がジャンドリアの皇太子に汚されたと知ったら、皆がどれほど悲しむだろう。

（私は、堕落しない！）

　体は抵抗できないが、心は渡さぬ、少しでも隙があったら自決する、そう決意していた。

　だが、彼の掌が肌に触れると、ぞくっという戦慄が走る。それは冷たい感触ではなかった。

（どうして?!）

　憎い裏切者に触れられているのに、自分の肌はふわっと汗ばむ。彼の指がいやらしく蠢くと、柔らかな肉が歪んだ。

「君の肌はまだ熱い。温かい血が通っている。それを神のために捨て去るつもりか」

　彼の声に憐れむような響きが混じっていた。その同情がかえって屈辱だった。

（情けをかけるのですか、普通の女のように）

「こんなに甘い肌、誰にも触れさせず、土に埋めるなんて……」

　肉体を褒められても嬉しくない。それなのに体は勝手に熱くなっていく。

「やめなさいっ……神罰が下りますよっ……！」

　吊るされた格好のまま身を捩る。だが彼の手は執拗に肌を追ってきた。

「何故嫌がる、体は反応しているじゃないか」

　おぞましいのに、ロタリアの指が胸の先端に触れるとそこが勝手にしこってくる。

「やめなさいと、言っているのにっ……！」

　指で乳首を擦られると、うずうずとした感覚が湧き上がってきた。かあっと頬が熱くなるのを止められない。

（嘘）

　触れられたくないのに、自分の体は勝手に燃え上がっていく。

（どうして）

　自分が女だからか、それともこの体が特別淫乱なのか──。

（嫌！）

「もっと感じるようになる、全部教えてあげるから」

　ロタリオの手が自分の腿に触れようとしている。その瞬間、背筋に電流が走った。

「嫌っ」

　アデレイドは吊るされたまま足を振り上げると彼の腹を蹴った。頑丈な体が少しよろける。

「うっ」

　しかし体重を手首だけで支えたので痛みが走る。アデレイドは顔を顰めた。

「無茶をするな」

　ロタリオはアデレイドの足元に跪くと、足首を持った。

「なにをするのです……！」

　太い縄がそこにくくりつけられた。縄の端は床に取りつけられている鉄の輪に縛り付けられた。

　アデレイドは両手両足を固定された形になる。

「くそっ、卑怯な……」

　狩られた鹿のように固定されてしまった。ロタリオは部屋の隅から細い小さなナイフを持ってきた。

「動かないで、傷つけたくない」

　彼の口調だけは以前の、大人しい奴隷のロタリオのままだった。だが刃は容赦なくアデレイドの質素な麻布のシャツを切り裂いていく。切っ先が肌に触れぬよう、少し切れ目を入れてから両手で引き裂いた。

「や、やめてっ」

　とうとう上半身が露わになってしまった。大きな乳房の先端は、もう尖ってしまっている。服の下で散々嬲られたからだった。それをロタリオの前に晒すことが死ぬほど恥ずかしい。

「綺麗だ……」

　言葉は優しく、だが容赦なくロタリオのナイフは下半身のズボン、そして下着もナイフで少し切ってから引き裂いていった。その細い腕はよく見るとしっかりと筋肉がついている。

「ううっ……」

　とうとう下半身も全裸にされてしまった。下腹部を隠す黒い柔毛だけが覆いだった。シャツも前を切り裂かれ、弱弱しく肩にかかっているだけ。

「鎧の下にはこんな素晴らしい体があったのだね」

　ロタリオの声が甘く響き、大きな手が優しく腰の後ろを撫でる。ぞくっとする感触は嫌悪感なのか、それとも別の種類のものか。

「こんな風に、抱きしめたかった」

　腰を引き寄せられ、ロタリオに密着する形になった。細身の印象があった彼の肉体は意外にがっしりとしていて、肌が熱い。

「キスをしたい、だがそれは、君の心を手に入れてからにするよ」

「そんな日は、来ない……！」

　心が彼のものになるなどあり得ない、自分はタイタンの聖騎士、神のために生きる使命を持っているのだから。

　だが、ロタリオが首筋に唇を押し当てると再びざわっとする感触が湧き上がった。

「ん……」

　首筋を這う、さわさわという蠢き、肌が反応してしっとりと汗ばむ──拒絶したいのに体を動かしたら恥ずかしい声が出てしまいそうで、身動きすら出来ない。

「やめてっ……！」

　首を振ってささやかな抵抗をするしか出来ない。それすら彼の愛撫に止められる。

「んあっ」

　ロタリオの唇が胸元に移った。鎖骨の上を舐められる。骨に直接触れられているようだ。

「ん、んーっ」

　軽く歯を立てられながら、胸を持ち上げるように持たれて優しくもみほぐされる。豊かな胸が彼の指の形に歪み、谷間に熱がこもる。

「！　くっ……」

　両方の胸を同時に摘ままれて、思わず声が出そうになる。血が出そうなほど唇を噛み締めて、ようやく堪えた。そんな様子をロタリオがあの灰色の目でじっと観察している。

（こ、こんなの……）

　脳は拒絶しているのに、肌に触れられると全く違う反応をしてしまう。体温が上がって、刺激を求めている。

「もっと、声を出していいんだよ……素直になって」

　耳元で囁く、その声に熱がこもっていた。

「ひ……！」

　彼の唇が胸の先端に移った。敏感な箇所を優しく包まれ、吸われる──堪えがたい、快楽の種。

「うっ……くうっ……！」

　乳首を舐めながら、ロタリオは右手を足の間に差し込んだ。叢の後ろに隠れている秘密の場所、そこはすでにほんのりと火照っていた。

「ふあっ?!」

　まだ閉じている割れ目をすっとなぞられると、そこがふわっと熱くなる。

「ここを、感じさせたい……」

　ロタリオは顔を上げると、アデレイドの頬に口づけをしながら左の掌で足の間を覆った。彼の熱が体内に伝わってくる。

「やめてっ……」

　両手両足を繋がれたままアデレイドはもがいた。手首や足首が縄ですれて傷んだが気にならない。心の葛藤の方が強かった。

「暴れちゃ駄目だよ、傷がつく」

　まるで自分を案じているかのように右手で自分の手首を掴む。

「どうなってもいい、私など」

　彼の視線と一瞬目があった。その表情が、まるで悲しんでいる表情なことが不思議だった。彼は自分をこの上なく汚している真っ最中なのに。

「私は君を痛めつけたいわけじゃない、ただ、感じて欲しいだけだ」

　彼はほんの少し悲しそうに言い──そして彼の指先が秘部に触れようとする。誰にも触らせたことのない、隠された場所だった。

「やめてぇ！」

　足を閉じることすら出来ない。アデレイドは絶望した。そんな彼女にロタリオは静かに告げる。

「止めてもいい。いいが、その代わりエスタル殿の居場所を言うかい？」

　言葉に詰まった。それは、それだけは白状するわけにはいかない。

（父上が捕まったら、全て終わる）

　アデレイドは強い視線で彼を睨みつけた。

「ふざけないで、父上を売ってまで助かろうとは思いません」

　すると、エスタルは何故か微笑んだ。

「そう言うと思った。では、続けよう」

　彼の指が再び蠢きだした。まだ開いていない自分の肉を割ろうとする。恐怖で縮こまる花弁を優しく何度も撫でた。そうされるとぞわぞわする感触が内側から湧き上がる。

「心は抵抗していても、体は嫌がってないね」

　ロタリオはあくまで自分の反応を引き出し、それを味わおうとしているようだった。

「くっ……」

　抵抗したい、いっそ死にたい……だが手も足も縛られていて身動きが取れなかった。

「君のここは、柔らかい」

　とうとう彼の指が内部まで触れた。薄い花弁の内側まで侵入されてぞわっとする感触が登っていく。

「ひっ」

　せめて動揺の声は抑えたい、だが根源的な恐怖が湧き上がってくる。

（中まで、彼に犯される）

　自分が自分で無くなってしまう──。

（嫌）

　激しい嫌悪感が破裂する。

（私は、タイタンの聖騎士！）

　今はその誇りだけが唯一持っているものだった。

「私に、触らないでっ……！」

　渾身の力を込めて体を前後に振る。手首が痛んでも、足首が擦れてもかまわなかった。

「よせ、やめないか！」

　アデレイドの勢いにさすがのロタリオも躊躇ったようで一歩下がった。

「お前は絶対に殺す……それが嫌なら今私を殺しなさい！」

　ロタリオは暴れるアデレイドを少しの間だけ、悲しそうに見つめ──すばやく近づくと彼女の手首を鉤から外した。

「なにをするの……！」

　目の前の瞳は、依然と変わらぬ優しい色だった。

「そんなに暴れてはいけない、ただ肌が擦り切れるだけなのに」

　彼の優しさが今は苛立たせる。

「お前のせいです、お前の……」

　叫ぶ唇に指を押し当てられ、黙らされる。灰色の瞳が真っ直ぐ見つめてくる。

「ここは固く、寒い。もっと温かく柔らかいところで可愛がってやろう」







　初めて出会ったのは国境の森の中、冷たい雨が降っている時だった。アデレイドは他の兵と一緒に警護をしていた。

　他国からの侵略を見張り、よそ者を見つけたらその場で殺すのが決まりだった。

「……なんですか、あれは」

　小雨の中、アデレイドは藪の中に倒れている人影を見つけた。

「おい……しっかりしなさい」

　気を失っているらしい人間は、若い男だった。見たこともない髪の色をしている。タイタンの人間は黒髪か濃い茶色ばかりだが、彼は麦の穂のような薄い色だ。

「よそ者です、逃げてきた奴隷かもしれません。殺しましょう」

　兵士が剣を構えるが、アデレイドは何故だか彼をすぐ殺す気にはなれなかった。

「待て、単に迷い込んだだけかもしれぬ。起こしてみなさい」

　兵士が彼の体を起こすと、ゆっくり目を開ける。

　曇り空のような目の色。

　その瞳が自分をまっすぐ見つめている。

（誰）

　アデレイドの胸にさざ波が起こった。生まれて初めての経験だった。

「何者だ、ここがタイタンと知っているのか？」

「たい……？　どこですか、そこは」

　彼の瞳が不安げに揺れていた──今思えば、あれは芝居だったのだ。

「私はジャンドリアの奴隷です。主人が厳しくて逃げてきたのです。戻れば殺されます」

　彼は粗末な上着を脱いだ。その背中にはいく筋もの鞭の後がついていた。

「お願いです。あなたの国に連れて行ってください。働くことは慣れています。牛馬のように仕えますから」

　彼は地面に這いつくばって何度も頭を下げた。金髪の頭は土や木の葉で薄汚れている。

　アデレイドは迷った。タイタンによそ者を入れることは出来ない──だが、この男を殺すことに、どうしても抵抗があった。

　自分を見つめる灰色の瞳には、何故だか拒絶できない輝きがある。

（ただの、奴隷、ならば構わないでしょう）

「タイタンはよそ者を入れない。我が国に来るならもう戻れないですよ。それでもいいのですか」

　若い男は頷いた。

「もともと奴隷の身の上で、家族もいません。あなたの国へ連れて行ってください」

　そういう彼の瞳は、この上なく美しく見えた。







　あの時と同じ灰色の目が、今は自分を嬲っている。

「こんな……こんなことを！」

　アデレイドは無口な女たちによって強引に湯あみをさせられた。抵抗したくとも両手両足を縛られているのでなにも出来ない。戦の泥が落とされ、白い肌がさらに艶やかになる。

　体の上から真っ白な寝間着をかけられ、細い紐で軽く縛られた。薄物は少し動いただけで前がはだけそうだ。

　そんな恰好のまま連れてこられたのは豪奢な寝室だった。部屋の中央には豪奢な天蓋付きの寝台が置かれ、窓には美しい刺繍のカーテンが下がっている。花瓶には花がふんだんに飾られていた。

「！　なにをするの……！」

　女たちはアデレイドを天蓋付きの寝台に寝かせると、両手両足を手早く支柱に縛り付けた。自分の体は生贄のように開かれ、身動きが取れない。

「くそ、いったいここはどこなのです……！」

「私の寝室だ」

　静かに入ってきたロタリオも、ゆるやかな寝間着姿になっている。

「ごくろうだった、手間をかけたね。もう下がってよろしい」

　自分を縛り付けた女たちにロタリオは優しく声をかけた。彼女たちは礼儀正しく敬礼をすると部屋を出て行った。

「彼女たちは女兵士なのだ。普通の侍女ではお前を扱えないと思ってね」

「ふざけないで……」

　寝台にほぼ裸で縛り付けられている。これがなにを意味するのか、自分でも分かる。

（汚されたら、死ぬしかない）

　他国の男に抱かれた女は天国へ行けない。そのまま彼の子を宿したら──。

（その前に、死のう）

　もうロタリオに犯されることは避けられない。彼は自分の欲望を吐き出せば満足するはずだ。この縄も解かれるだろう。

　その時いさぎよく死ねばいい。死んで、父の語った天国へ行くのだ。汚された女でも自ら死ねば、きっと神は迎え入れてくれる。

（だから、早くして）

　ロタリオは寝台に腰かけるとアデレイドの髪を優しく撫でる。

「美しい……」

　そんな甘い言葉も耳に入らない。

（汚らわしい、裏切者）

　ほんの一時でも彼を側に置き、信頼していた時間が口惜しい。哀れみ、情けをかけたのに全て覆された。

「君を初めて見た時、タイタンにこんな美女がいたのかと思った」

　今更お世辞を言う彼が憎らしかった。

「最初からタイタンを滅ぼすつもりで来たのですね。私はまんまと騙されたわけだ」

　ロタリオはそれに答えず、アデレイドの寝間着の紐をほどいた。優しい侍女のような、穏やかな手つきだった。

「くっ……！」

　白い布の下から、同じくらい白い肌が現れる。

「君の怒りは分かる。だが、我々は早くエスタルを捕えなければならない。神殿の場所を言うつもりはないか」

「あるわけないでしょう」

　アデレイドは冷たい目で彼を見つめる。

「この体を好きにしたいなら、すればいい。だが私の信仰は奪うことは出来ない」

　ロタリオの表情は相変わらず優しく、やがて彼の指がすっと腹の縦線をなぞった。その瞬間びくっと戦慄が走る。

「体だけでは不完全だ。私は君の、全てが欲しい。心から私の味方にさせてみせる」

（嫌！）

　彼の手が寝間着の前をはだける。アデレイドの全てが露わになった。

　兵士として鍛えられた細い胴、その上に不釣り合いなほど大きな胸が乗っている。それはアデレイドが密かに気にしていた肉体だった。

（見ないで）

　自分の体が女のものに変わっていく──それが屈辱だった。

「綺麗な体だ……」

　ロタリアの手が胸の上に覆いかぶさった。

「……」

　アデレイドは声を堪えた。痛みではなくこんな感触に、どう抵抗したらいいのか分からない。ただ唇を噛んで、声を押しつぶした。

「そんな顔も、可愛いよ」

　不意に両方の乳房を掴まれる。彼の力はやわやわと繊細で、アデレイドの体内に眠っていた快楽の泉を沸き立たせようとしていた。

「くっ……やめなさいっ……」

　ただ犯されるだけではなく、快楽まで与えられたら──本当に天国に行けなくなってしまう。

（それが目的なのか）

　自分の心まで汚すこと、それがロタリオのやりたいことなのか。

（どうしてそこまで）

　自分は彼の命を助けた。それだけではない、タイタンで充分親切にしたはずなのに。

　アデレイドの黒い瞳に涙が浮かんだ。

「泣かないで……」

　ロタリオは指で涙をぬぐう。その声はタイタンでの優しさと同じだった。

（お前はいったい、どちらが本物なの）

　物静かで大人しかった、よく働く奴隷のロタリオ。

　それは全部嘘だったのか。

　不意に口をふさがれた。

　優しいキス──あの時と同じ。

　生まれて初めて、神や父への愛とは違うものを感じた、あの時。

「……心を手に入れてからキスをしようと思ったのに、我慢できなかった」

　ロタリオは照れ臭そうにいう、その微笑みが記憶をさらに鮮明にする。

（思い出させないで！）

「うっ」

　再び彼の顔が近づいてきた時、とっさに唇に噛みつく。それは嫌悪感からではなかった。

　あの時の思い出を、汚されたくなかったから。

　ロタリオは唇に滲んだ血を舌で舐めとり、なにか考え込んでいるようだ。

「……仕方ないな、タイタンのじゃじゃ馬を馴らすには私の力だけでは無理そうだ」

　彼はいったん離れると、小さな小瓶を持ってきた。細い筆が一本刺さっている。

「なんだ、それは」

　ロタリオは瓶から筆を取り出す。薄い色の液体がぽたぽたと垂れている。

「これは魔導士が使っている淫印を書くためのインクだ。下腹に呪文を書くと、自分の意思とは無関係に淫らな気分になる」

「なんですって……！」

　アデレイドは黒い瞳を大きく見開いた。だが縛られているので自分の下半身でなにが起きているのか見ることも出来ない。ロタリオははだけたアデレイドの下腹に筆をつける。ひやりとした感触に身が縮む。

「やめてっ、卑怯者……！」

　肌の上にすらすらとなにかが書かれていく。くすぐったくて、甘い感覚──。

「あっ……」

　再び胸を触れると、先端が勝手に尖っていく。軽く摘ままれるだけで感じてしまって──。

「効いてきたようだね」

　彼がおもしろそうに言う、その声が口惜しい。

「嘘ですっ、こんなもので、あ、ああっ」

　ロタリオが体の上に覆いかぶさり、乳首を唇の中に含む。繊細な舌先が突起に絡み、吸い上げる。

　それは、感じ始めた肉体にとっては拷問にも等しい快楽だった。

「ひゃう……！」

　自分の声ではないような音が唇から洩れる。反応したくないのに、全身から汗が噴き出た。

「や、やめっ……」

　固くしこった粒の、皺一本一本まで丹念に舐められてアデレイドの意識が遠くなっていく。感覚が胸に集中してなにも考えられない。

「ふ、ああ……」

　吐き出す自分の息すら熱くなっている。ロタリオの口の中でくちゅくちゅと転がされ、たっぷり嬲られた乳首は赤く染まっている。

「綺麗だ、白い肌に乳首がよく映えている」

　気が付くとロタリオは自分を見下ろして観察していた。その視線はまるで恋人を見るように熱っぽく、アデレイドにとっては火にあぶられているように苦痛だった。

「見ないでっ……」

　肌が焼けるような感覚、これも淫印の効果なのか。

「もっと、綺麗にしてあげる」

　彼は寝台の隅から大きなクッションを持ってきた。それをアデレイドの腰の下に入れようとする。

「嫌っ……こ、こんなっ……」

　両手両足を縛られた状態で腰を持ち上げられる。足の間の秘部が勝手に開いてしまう。

「やめて！　逃げたりしないから、縄をほどいて！」

　こんな屈辱的な格好だけは止めたい。だがロタリオは持ち上がった下腹を優しく撫でるだけだった。

「君はどこもかしこも綺麗だ、ここも、もうほんのり紅くなっているよ」

　彼の指先が前から谷間に滑り込んだ。そこは──信じられないことに──すでにぬるりと湿っていた。

「ひ……」

　唇を噛んで声を堪える。その間にも彼の指は無遠慮に進んでいく。

「胸をしゃぶられて、感じていたんだね。もうこんなに熱い」

　ぬるぬると秘肉を擦られて、そこがどんどん熱くなっていく。アデレイドは無言で身をよじった。

「んっ、く……」

「抵抗しても無駄だよ、もう淫印の効き目が出ているようだ」

　その言葉はアデレイドの心を折りそうになる。抵抗を止めて、快楽に身を任せたい──。

（駄目だ！）

　父のエスタルはいまだ民のため神殿で祈っているはずだ。娘である自分が堕落するわけにはいかない。

「気持ちよくなんか……ない……！」

　声を出さなければ、ばれないはずだ。男と違って女の体は変化しない──アデレイドはなにをされても無言を貫こうと決意した。

　すると、ロタリオは再びあの瓶を手に取る。

「嘘をつくのはよくないよ、もう君の体は反応しているのに」

「なに……」

　彼は筆にたっぷりインクを含ませると、谷間に差し込んだ。

「ひああ……！」

　つるりと筆先が肉の狭間に滑り込む。その瞬間、震えるような快楽が襲った。

「どうだい、この感触は」

「やめっ……やめてっ……」

　足の間に、飛び上がるほど感じる場所がある。そこを直接擦られてアデレイドは悶絶した。

（これは、いったい……どうして？）

　小さな一点を筆で擽られると、じんじんと熱くなってくる。生まれて初めて感じる奇妙な感覚。

（あ、だんだん……強くなる……！）

　体が燃え上がっていく。後戻りできない。

「や……あ、あ……！」

　声にならない、吐息が絶え間なく唇から洩れた。咽喉に力が入らない。

（変わっていく、神の子だった私が）

　タイタンの王エスタルの子供として生まれ、聖騎士として生きてきた自分が。

　汚らわしい淫印を与えられ、恥ずかしげもなくあえいでいる。

「嫌……いやあ……」

　アデレイドの目尻から涙が零れる。ロタリオは体の上に覆いかぶさると優しく頭を撫でた。

「どうして泣くの？」

　彼はキスで涙をぬぐう。

「もう……天国へ行けない……私は、汚れてしまった」

　神の子ではない男から快楽を与えられ、これから犯されるのだろう。

　天国の門は閉ざされてしまった。花が咲き、鳥が飛び交い、苦痛のない世界が。

　ロタリオは嘆くアデレイドを、美しい灰色の瞳でじっと見つめていた。

「大丈夫、私も地獄へ行くから」

　彼は縛られている彼女の右手に自分の左手を重ねる。

「私は君とずっと一緒だ、共に地獄へ行こう」

「なんですって……」

「君を欺いて、天国へ行こうとは思わない。偽りの罪で私も地獄へ行く」

　その言葉はまるで、まるで本心を打ち明けているようで。

「君とはずっと一緒だ」

　ロタリオはそう言うと掌を合わせ指と指を絡めて、ぎゅっと握りしめた。彼の顔が近づいてきて、キスをされる。恋人同士のような、優しいキス。

（地獄へ）

　不思議なことに、彼の言葉と仕草でふっと気持ちが楽になった。

（地獄へ行こう）

　もう後戻りはできないのだ。

　自分の運命は決まった。

（堕ちる）

　かたくなに抵抗していた気持ちが折れてしまった。

「あ、あ、ああ……！」

　再び筆が細かく動く。一番感じる場所を執拗に責めた。

（あ、なに、これ……？）

　自分の体が変わっていく、その一点が熱く膨れ上がって、自分で制御できない。

「駄目、もうっ……！」

　アデレイドはほの紅く染まった体を弓なりにする。薄く淫印が描かれた下腹が浮き上がった。

「やうっ……！」

　筆がぬるりと滑った瞬間、アデレイドの体はぶるっと震えた。

「あああーーっ！」

　全身が燃え上がった、一本の松明のように。

　今まで知らなかった箇所がきゅうっと収縮する。奥から熱が噴き出してくる。

（これは、なに？）

　痛みとも安らぎとも違う、自分が弾けて飛んでいくような感触。

「いったね……私の手でいかせた、嬉しいよ」

（これが、そうなの……）

　とうとう性の感触を教えられてしまった。しかも憎い裏切者の手で。

　聖姫騎士は、生まれて初めての絶頂を迎えたのだった。




「あっ……あああ……」

　アデレイドはすでに両手両足を拘束されてはなかった。ロタリオが太い縄を切ったのだ。

　だが、すでに体には抵抗の力は残っていない。

　何度もいかされ、体の芯から蕩けていた。

（これが私の体なの）

「ひゃう……そこ、だめえ……」

　筆によって蕩かされた果肉に、ロタリオはゆっくりと顔を近づけていく。恥ずかしいのにもう自分で足を動かすことも出来ない。

「たっぷり蜜が溢れているよ、君のここが」

　彼の唇がとうとうそこに直接触れる。

「きゃう……！」

　柔らかくほぐれた花弁をくちゅくちゅと掻き回され、大きく膨らんだ花芯を吸われる。

（もう、無理っ……）

　さっきあれほど嬲られた雌蕊があっという間に熱を持つ。優しい感触がかえって淫感をそそった。

「ひああっ」

　腿ががくがくと震えてアデレイドはあっけなく二度目の絶頂を迎える。それは一度目より深く、大きかった。足の間から絶え間なく蜜が溢れている。

「やうう、止めて……！」

　甘い振動がいつまでも収まらない。まだ感じている花弁をさらに嬲られる。

　彼の舌先が、体の奥へと入ってきた。

「ふあっ、そ、そんなところっ……！」

　自分でも触れたことのない、深い場所だった。男の長い舌が蛇のようにずるりと侵入していく。その感触にアデレイドは震えた。

（どこまで変えられるの）

　彼によって自分の肉体が変わっていく。それに抵抗することも出来ない。

「ひ……！」

　奥まで入り込んだ舌先が中を擽る。その瞬間、体内がきゅうっと収縮した。

「私のものに絡みついてきた……感じてきたんだね」

「くっ……」

　悔しかった、犯されるだけでなく、感じてしまうことが。

（どうして）

　こんなに感じてしまうのだろう、魔導士の調合したインクによる淫印のせいなのか。

（悪魔だ）

　ロタリアは悪魔なのかもしれない。人を堕落させ、神の国を汚すためにやってきた──。

（私は、もう悪魔に魅入られてしまった）

　悲しみに胸が押しつぶされそうだ。それなのにひくひくと蠢く体内は、更なる快楽を求めている。

　体の中に、貪欲な獣が産まれたようだ。

（私はいったい、どうなってしまったの）

「ふああ……」

　アデレイドの中までたっぷり味わったロタリオは、満足した肉食獣のように大きく息を吐きながら自分の服を脱ぎ、体を重ねてきた。

「君が欲しい」

　彼の下腹には男のものが隆々と起立している。

「君の中に、私のものを注ぎたい。全部私のものにするよ」

（終わる）

　ロタリオに、憎むべき男に犯される、自分は聖騎士ではなくなる。

　もう抵抗する力は残っていなかった。

（もう戻れないのだから）

　すでに自分の体は快楽を知ってしまった。タイタンには戻れない。

　戻っても、もう昔の自分ではない。

　ならば、とことん汚れてしまってもいいのではないか。

　すべて諦めてしまった方が、楽なのではないだろうか。

「ひあ……」

　とろとろに蕩けた中に、指が浅く差し込まれる。入り口付近はすでに抵抗は無くなっていた。

「凄く濡れていて、柔らかい……これなら入れられそうだ」

「くっ……早く、しなさいっ……」

　早く終わらせて欲しい、もう自分などどうなってもいい、アデレイドは目を瞑った。

　すると、不意に頬を手で包まれる。

「なに……」

　思わず目を開けると、ロタリアの顔がすぐ側にある。

「私を見て」

　その声は依然と変わらぬ優しさだった。灰色の瞳が優し気に自分を見つめている。その睫が金に光っていた。

「どうして」

「君が好きだから」

　ロタリオの目も、声も、依然と変わらず優しいままだ。そのことに胸が痛い。こんな時に何故そんなことを言うのだろう。

「嘘をつくなっ……」

　あの時囁かれた言葉。

　今は嘘だと分かったのに、それを繰り返すなんて。

「嘘じゃない、本当に君を愛している」

　すうっと気が遠くなった。裏切られ、汚れたと思った過去の思い出。それが再び蘇る。

（やめて）

　その優しいまなざしで見ないで欲しい。愛されていると勘違いしてしまう。

（もう、やめて！）

　胸が苦しくて涙が出る。自分を汚すだけではなく、心まで支配しようとしている。

「タイタンに入り込んだのは、確かに国のためだった。だが、君を愛したのは本心だ。本気で愛している。君を救いたいんだ」

　彼の言葉の意味が分からなかった。自分を汚し、堕落されたのに、救うだと？

「私はお前に汚された、神の国には戻れない」

　泣くまいと思っていたのに、涙が溢れる。

「そんなことをしたお前が、私を救うだと？　ふざけないで！」

　泣きじゃくるアデレイドをロタリオは抱きしめ、顔中に何度もキスをした。

「君の気持ちは分かる……でも、仕方がない、私はこうするしかない」

　彼の声には確かに悲しみが混じっていた。そのまま彼は顔を寄せてくる。熱い唇が首筋や鎖骨の上を這う。その優しい感触がアデレイドを惑わした。

「もう、なにも考えないで……私を受け入れてくれ」

　不意に体が開かれる感触があった。

「ひゃう……」

　体内になにかが入ってくる。それは舌より指より、奥へと進む。その太さも比べ物にならない。自分が開かれていく──。

「入るよ……」

　耳元で囁く声が耳朶を擽った。

「ひ、ああ……」

　痛みより、感触があった。ずるずると自分のものではないものに犯される。

（私の中に、彼が入っている）

「いや……」

　本能的な恐怖にアデレイドは頭を振った。その顔を押さえられて再びキスをされる。

「私のものが包まれている……嬉しいよ」

　悔しかった。彼にとうとう犯されてしまったことが。

「君も、私を感じてくれ」

　嫌なのに、ゆるやかに彼が腰を動かすと擦られる感触に声が出てしまう。

「ひああ……」

　太いもので内部をえぐられる。気が遠くなるような感触だった。

「やあ、こんなの……」

　奥深くまで触れられている、彼のもので占められている──自分の中まで変わってしまいそうだ。

「君の中が動いている、また濡れてきたよ」

「やめろっ……そんなことを、言うな……」

　裏切者に犯されているのに、体は反応している、そんな浅ましい体になってしまったことが悔しい。

「いや、いやっ……」

　何故だか声もか細くしか出ない。体に力が入らなかった。

「君の中を、変えるよ」

　ロタリオの先端が自分の内部を擦る。固く逞しいものが中の上部に触れた途端、体が再び熱くなった。

「きゃう……」

　さっき、さんざん嬲られて味わった絶頂の種が再び現れた。しかも体のずっと奥で。

「ここが、感じるんだね、可愛いよ……」

　アデレイドの反応を感づいたロタリオは、そこを執拗に責める。ずん、ずんと奥を突かれるたびに肉体が燃え上がっていく──。

「や、やめてっ、これ以上は……あ、ああっ」

　男のものに突かれて喘ぐなんて、普通の女になってしまったようだ。

（私は……聖騎士だったのに……）

　タイタンで生まれ、神の子として生きてきた。一生男と交わらず、タイタンを守るために生きると──。

『お前はタイタンのために生まれてきた』

　父の言葉が蘇る。

『お前の母はお前を産んで死んだ。タイタンのために身を捧げたのだ。お前はその意思を継ぐ使命を背負っている。国のためにその身を捧げろ。そうすれば天国でも一番輝かしい場所に行ける』

（私は……もう……）

　だが、アデレイドには悲しみに浸ることすら許されなかった。

「ひあっ」

　ロタリオが奥を突きながらアデレイドの乳房を鷲掴みにする。両方の乳首をきゅうっと摘ままれて思わず声が出てしまった。

「やうっ、そこ、感じるっ……！」

　声を出さなければおかしくなってしまいそう、それほど強烈な快楽だった。

「引っ張らないでっ、感じて、変になるっ……」

　ロタリオは親指と人差し指で繰り返しアデレイドの膨らんだ乳首を擦った。そうされると自分の蜜壺が甘く痙攣するのを感じる。

「変になっていいよ、すごく、綺麗だから……」

　なにを言っているのか分からない、みっともなく喘いでいる自分が綺麗なはずないのに。

「ばかに、しないでっ……」

　アデレイドは腕で自分の目を塞いだ。今の自分を自分で見たくない。

「私は……聖なる騎士なのに……ひっ」

　声すら満足に出せない、そんな状態にさせられている。

「お前が……お前が、堕落させた……あ、ああっ、嫌っ」

　美しいタイタンを滅ぼし、聖騎士である自分をただの女に堕とした。

「私はお前を、一生許さない……！」

　ロタリオは再び灰色の目でじっと見つめる。

「恨んでいても構わない、私は君を愛している」

　腰の動きが大きくなった。火照った中の肉を擦られてアデレイドは悲鳴を上げる。

「ふあっ……あああ……」

　彼は自分をじっと見つめながら繰り返す。

「愛している……一生離さないよ……君は私のものだ……」

「いやだっ……私は……」

　心はタイタンにある。

　父が作った、美しい国。

　死んだら花咲き乱れる天国へいくはずだった。

（でも、もう）

　タイタン以外の男に犯された自分は、天国へは行けない。

　一生ここから、逃れられないのか。

「くそっ……くそっ……」

　腕で隠した瞳から涙が流れる。ロタリオはその腕をやさしく外した。

「聖なる騎士ではなく、ただの女として私の側にいてくれ」

　もうアデレイドには抵抗する力も残っていなかった。

「以前言ったことは嘘じゃない、本気で君を愛してしまった……任務を忘れるほど」

　口づけをされた。その感触は、あの時を思い出させる──。

（嫌だ）

　彼に流されそうになる、自分の気持ちが。

　ロタリオの言葉に、すがりそうな自分が。

（愛しているというのは、本当？）

　それを確かめたい、そんな気持ちが湧いてしまう。

（もし、彼の気持ちが本当だったら）

　本当だったら、どうなのか。

　国も父も捨て、彼の女になるのか。

（嫌だ！）

　犯されても、快楽を与えられても。

　最後の誇りだけは、無くしたくない。

「私は、タイタンの騎士っ……」

　ロタリオはそんな彼女を優しく見つめている。

「今は、それでも構わない。時間はいくらでもあるし、何度も抱いてあげる」

　彼の逞しい腕がアデレイドの引き締まった腰をしっかり掴み、深い抽入を再開した。奥の壺を刺激されてなにも考えられなくなる──。

「いやっ、もう、これ以上……！」

　堕ちたくないのに。

　快楽を感じたくないのに。

　体は彼のものを受け止め、絡みついている。

　まるで自分が欲しがっているかのよう。

「や、やだあ……！」

　ひときわぐっと深く貫かれた次の瞬間、奥へ熱いものを注がれる感触があった。

「ふあっ」

　次の瞬間、アデレイドの体も甘く痙攣する。中に彼の性が当たる、熱いもので奥を満たされて──蜜壺全体が震える。びくっと腰が動いてしまった。

（嘘……そんな……）

　精を注がれた、その感触だけで達してしまった。拒絶するどころか、肉体は歓喜に震えている。

「あ、ああ……」

　とうとう男のものを入れられてしまった。アデレイドは絶望の海へ沈んでいく。







　タイタンにやってきたロタリオという浮浪者はよく働いた。薪割りでも水汲みでもいとわず引き受ける。朝早くから夜遅くまでくるくると走り回っていた。

　なにより彼は驚くほど美しい顔立ちをしていた。泥に汚れた体を洗い、古びてはいるがどこもほつれていない麻の服を着せると輝くばかりの美青年が現れた。

　だが、そんな彼のことを父である国王エスタルは嫌った。

「美しい人間は女も男も悪である」

　父はよくそう言っていた。それを聞くたびにアデレイドはつらくなった。自分が成長するたびに美しくなっていくことが忌々しい。

「アデレイド、あの奴隷は遠ざけろ。タイタンの人間とは違いすぎる、なにより美しい」

　国王であるエスタルにそう言われた。いつもは父の言葉は絶対だったのに、何故だかその時は従う気になれなかった。

（ロタリオは悪ではない）

　彼は自分の美貌を気に掛けることもなく、身を粉にして働いている。それは自分が一番よく知っていた。

「父上、いくら美しいとはいえ彼は元奴隷です。ものの数には入らない。よく働いてくれるので助かっています」

　エスタルはそれ以上なにも言わなかったが、周囲の人間には王の意思が伝わっているのか、宮殿にいるとロタリオはひたすらこき使われるようになった。さらに当たりも強い。

「まだ薪割りが終わってないのか、さぼって女と遊んでいたんじゃないのか」

「お前、外では奴隷だったらしいがなにをしていたんだ？　金持ち女の犬だったのか？」

（酷い）

　ロタリオが虐められているとまるで自分のことのように悔しかった。

（父は皆平等と教えているではないか！）

　貧しい人々を救うためにジャンドリアを捨て、清く正しい生き方をしているのに何故その中で差別をするのか。

　だがアデレイドは彼らを諫めることも出来なかった。王の娘である自分が一人の奴隷をひいきには出来ない。

（きっと、彼を男として見ていると思われてしまう）

　自分は彼を一人の人間として好ましく思っているのに、周りは男女の仲と邪推するだとう。それは避けたかった。

（彼をここから遠ざけよう）

　アデレイドは彼を連れ出して外に出ることが多くなった。

「美しい国でしょう」

　山の上からタイタンを見下ろす。豊かな自然、畑で働く人々、日が落ちれば眠る日々。

「父はジャンドリアから民を救ってここに国を作ったのです」

　ジャンドリアは大国だった。貴族や金持ちが豊かに暮らし、平民は貧しい暮らしをしていた。そして奴隷はさらに──。

「財産のない奴隷たちを救うため父はジャンドリアを脱出してタイタンを作った。貧しいが皆平等なのです」

　ここには貴族はいなかった。皆が畑を作り、出来た作物を分けて食べる。余った時間は神への祈りに捧げられる。

「正しい生き方をすれば天国へ行ける。皆それを望んでいるのよ」

　ロタリオはアデレイドの言葉を黙って聞いていた。

　だが、畑を通って宮殿へ帰る途中アデレイドは一人の農婦に声をかけられた。

「姫様、申し訳ありません。少し白い麦を分けていただけないでしょうか。うちの子供は体が弱くて、固いパンは食が進まないのです」

　タイタンでは節約のため全粒粉のパンを食べると決まっていた。精製した小麦はたまにしか食べられなかった。

　だが農婦にかかえられた三歳程度の男の子は手足が枝のように細い。固いパンを食べると下痢をすると言う。

　アデレイドは迷った。もちろん子供は助けてやりたい。だが宮殿にも余分な小麦は無いはずだった。

「すまない、お前の子供だけ特別に白いパンを食べさせるわけにはいかないわ。父上も普段は黒いパンを召し上がっているのです。少しずつ食べさせればきっと丈夫になる。その子のために私も祈りましょう」

「……でも、これ以上下痢をしたら」

　農婦は納得していないようだった。無理もない。子供の腕は小枝のように細いのだ。

「分かった。お前の子供のためエスタル様に特別に祈ってもらいましょう。そうすれば白いパンが与えられる。今夜さっそく始めるからお前も一心に祈るのですよ」

　彼女の顔がぱあっと明るくなった。

「ありがとうございます！　はい、私も夫もお祈りいたします」

　二人を残してアデレイドとロタリオは歩き出した。彼は無言だったが、なにか言いたげな雰囲気があった。農婦からある程度離れたところで、一歩遅れてついてくる彼が怪訝そうにつぶやいた。

「祈りで、パンが与えられるのですか？」

　アデレイドは迷っていた。彼にタイタンの秘密を教えていいものだろうか。

（いや、教えた方がいい）

　彼がこの国で生きていくのなら、知るべき話だった。そうすればきっと彼の信仰心も深まるだろう。

「あそこで話しましょう」

　二人は木陰に並んで座った。アデレイドはロタリオをまっすぐ見つめる。自分の言葉を信じてくれるだろうか。

（もし、父を信じられなかったら）

　彼をタイタンに置くわけにはいかない、アデレイドの胸がちくりと痛んだ。

「タイタンは貧しい。どうしても食料や服が足りない時がある。そんな時は父上が三日三晩神殿に籠って祈るのです。そうすると、ちょうど必要なだけのものが神から与えられる。この国が神から守られている証拠なのです」

　ロタリオの目が丸くなる。

「本当ですか！　そんな、奇跡のようなことが」

　彼の表情が子供のようで、思わずアデレイドは微笑む。

（良かった）

　少なくとも、頭から疑ってはいない。嫌な緊張がふっと解けた。

「信じられぬのも無理はない。だが待っていなさい、すぐ白いパンが手に入る。あの子を元気にしてあげられる」

　アデレイドの言葉通りだった。彼女は父に子供の窮状を伝えた。するとエスタル王はどこかへ消える。三日後、戻ってきた彼は柔らかな白いパンを一つ持ってきた。

「ありがとうございます！　国王陛下。やはり神は我々を守ってくださるのですね」

　エスタルは優しく微笑んだ。

「神は私たちをいつも見守っているよ。早く持って行ってあげなさい」

　アデレイドはロタリオと共に農婦の家に向かった。パンを与えられた夫婦は涙を流して喜ぶ。

「感謝いたします……おお、神様……！」

　帰り道、ロタリオはなにか悩んでいるようだった。

「どうです、ちゃんとパンが現れたでしょう」

「はい……しかし、いったいどうやって？　どこから出てくるのですか？」

　アデレイドも物体が出現するところは見たことが無かった。それは父と、ごく限られた神官のみがかかわっている。

「秘密の神殿があるの。そこへ行く道はタイタンの中でも限られた者しか知らない。父がそこで祈りを捧げると必要なものが現れる」

「そんな神殿が……どこに？」

　アデレイドは苦笑した。

「さすがにそれは教えられない。私ですらそこに入ったことは無いのだから──我々は知らなくてもいいことです。ただ、神に祈っていれば守ってくださる」

　ロタリオは納得していないようだった。アデレイドは彼の腕を強く掴む。

「神の御意思を疑ってはいけない、そんな人間は、ここで生きることは出来ぬ」

　胸が痛かった。やはり、タイタンに生まれた人間でなければ信仰を持てぬのか……そう考えると何故だか息が苦しい。

　アデレイドの重苦しい雰囲気を悟ったのか、ロタリオの表情がさっと明るくなった。

「アデレイド様、これから山に行きませんか」

「何故？」

「先日登った時に山芋の葉がたくさん茂ってしました。地面を掘れば芋が手に入ります」

「そうですか！　行ってみましょう」

　ロタリオと一緒に山道を登る。大きな葉を持つ茎がそこかしこに茂っている。

「この草の根が芋になっているのです。掘りますね」

　ロタリオは腰に下げた短刀で地面を掘る。やがて長い芋を土から引っ張り出した。

「皮をむいて焼くんです。柔らかいので子供でも食べられるはずです」

「よく教えてくれた。この草は沢山あるから明日から収穫しましょう！」

　少し疲れたアデレイドはその場に座り込んだ。山の峰にはすでに夕日の色に染まっている。

「日当たりが悪いのです、山に囲まれているから」

　アデレイドはぽつんと言った。

「ジャンドリアから逃げてきた父上にはこの土地しかなかった。外に出れば捕らえられる。もし他所の国が攻めてきたらタイタンの民は皆奴隷にされるでしょう」

　タイタンは山の谷間にある小さな土地だ。土も痩せていて豊かではない。

「去年は特に天気が悪かった。だから皆腹を空かせている。もっと神に祈って、恵みを貰えるようにしなければ」

　ロタリオは黙って彼女を見つめていた。

「──外の世界を知っていますか？」

　不意に話しかけられ、アデレイドはどきっとした。

「知らない、父は、私が外の世界に触れて汚されるのを心配しているのです。私も外へは行きたくない」

　アデレイドは真っ直ぐ前を見つめていた。黒い瞳が橙色に染まっている。

「他所の人間に触れれば、特に女は影響を受けやすい。他の国の男に汚されたら、天国へはいけない」

　ロタリオの視線を横顔に感じる。それをはねのけるようにアデレイドは宣言した。

「私はタイタンを守ることが使命なのです。聖騎士として生きる。人間としての幸せは捨てている」

　次の瞬間、はっとした。ロタリオがすぐ側にいた。

　普段気にしていなかったが、彼は自分より背が高く、肩幅も広かった。

　どうしてだか、胸が苦しい。

「タイタンは美しいけど、他の世界も美しいです」

　彼の瞳も、曇り空のように美しい。

「空に届きそうなほど高い塔、東方から来た宝石のように煌びやかな絹、どこまでも続く青い海──そんなものを、見たくはないですか？」

　彼の表情は見たこともないほど凛々しかった。だがその言葉の意味が半分も分からない。いったいなにを言っているのだろうか。

「お前は、何者なのです」

　もしや他国の間諜なのか、そうならばこの場で切り捨てなければならない。アデレイドは腰の剣に手をかけた。

　その手にロタリオが自分の掌を重ねた。

「なにをする……！」

　払いのけようとした、だが、手に力が入らない。

　灰色の瞳に吸い込まれそうだ。

（他の世界）

　黒髪に黒い瞳だけではない、他の色があることを初めて知った。

（外の世界）

「私と……一緒に行きませんか」

　吸い込まれそうな真剣な表情──アデレイドは返事が出来なかった。

（私はタイタンの聖騎士）

　他の生き方などないはずなのに。

　何故だか、咽喉が詰まって声が出ない。

「あなたを助けたい、優しい方だから」

「どういうこと……？」

　ロタリオはしばらく黙っていた。なにか言いたそうに唇がわずかに動く。

「キス、したことは？」

　不意にそう尋ねられて顔が赤くなる。

「あるわけないでしょう、私は聖騎士ですよ！」

　タイタンの神殿に仕える聖騎士は清い体でなければならない。異性に触れたら汚れてしまう。

　だがアデレイドの体は心とは裏腹に女として成熟していた。鎧で覆われた胸は大きく膨らみ、腰や腿にも柔らかな肉がついている。

　それをアデレイドは汚らわしいと思っていた。清く生きたいのに、体の中から腐っていくようで。

「私は女としての生き方は捨てたのです。汚らわしい目で見てはなりません！」

　女らしい曲線に包まれた体を見つめる男たちがいることも知っている。そんな時、まるで泥を塗りつけられたような気分になる。

（ロタリオもそうなのか）

　しかし、彼の瞳は自分の体を見ていない。じっと瞳を見ている。

　その灰色の瞳から、目を逸らせなかった。

「それは、あなたの意思なのですか？」

　思いもよらぬ言葉だった。

「神の意思ではなく、あなたの意思を聞きたい」

（私の意思）

　生まれてから一度も、そんなことは考えたこともない。

　自分は神の国タイタンを作った父エスタルの子、この国を守るのが自分の役目──。

　他の生き方などあるはずがない。

（拒絶しなければ）

　ロタリオをはねのけろ、切り捨ててもいい。自分の拾った奴隷なのだから。

　それなのに、全身を縛られたように動かなかった。

「私は、あなたにキスをしたい、美しい人だから」

　ゆっくりと彼の顔が近づいてくる。

　そして、唇に触れた。

　その瞬間、激しい感触が全身に伝わった。

　足から崩れ落ちそうな、甘い衝動。

（これは、なに?!）

　生まれて初めての経験に、アデレイドはただ棒立ちになっていた。

「アデレイド……」

　彼の腕が自分を抱きしめようとした、その時ようやく正気が戻ってきた。

「やめなさい！」

　ロタリオの体を強く突き飛ばす。そのまま後も見ずに宮殿へ帰った。

　それきり彼は戻ってこなかった。

「所詮よそ者だったのだな。泥棒だったのかもしれぬ」

　父にそう言われてもなにも言えなかった。

（彼は、なんだったのか）

　罪人ではない、しかし、ただの逃亡者でもなかった。

（忘れなければ）

　あの瞬間は頭から消す──そう思えば思うほど、鮮やかに蘇る。

（この気持ちは、なんなの）

　命を助けた主に懸想して逃げた恩知らず、そんな男のはずなのに。

（あの言葉の意味は？）

（あのキスは？）

　アデレイドはひたすら煩悶していた、そして──半年後、誰も知らないはずのこの国がジャンドリアから攻め込まれた。

　その軍の先頭にいたのが、金の鎧に身を包んだロタリオだった。







二 美しい虜囚








　アデレイドは幽閉されている。

　だがそこは冷たい檻ではなかった。大きな胡桃材の寝台、異国の風景が描かれた壮麗な天井画、調度品の全てに彫刻が施されている。

　扉が開かないだけで、ここは貴賓用の寝室であるようだった。自分が着せられているのも白い、柔らかな絹の寝間着だ。

　窓は嵌め殺しだったが透明なガラスだ。こんなに大きな板のガラスを見たことがない。遠くに街の灯りが見える。

（これがジャンドリア）

　どこまでもどこまでも、街の灯りが続いている。いったい何人の人民が住んでいるのだろう。その壮麗さに幻惑されそうになる。

（騙されない）

　アデレイドは拳を握りしめる。この灯りの下では虐げられている人々がいる。父はそんな民衆たちを救いたくてタイタンを作ったのだ。

「おめざめですか」

　不意に人が入ってきた。目の覚めるような赤毛の女性だった。

「ぐっすりお眠りになっておられましたね」

　中年の彼女は微笑みながら手に持っていた盆を部屋の隅にあるテーブルに置く。

「それは……」

　彼女が部屋に入ってきた時から気づいていた。恐ろしく蠱惑的な匂いが漂っている。それは盆の上にある皿からだった。

「夕餉をお持ちしました。残り物ばかりで申し訳ありませんが、量は充分だと思いますわ」

　深い皿に盛られたスープには肉の塊がごろごろと入っている。どうやら豚のようだ。

（豚なんて、年に一度しか食べられないのに）

　痩せた土地のタイタンでは家畜も沢山は育てられない。普段は鶏が精一杯で、それもたまにしか食べられなかった。豚など年に一度の神殿祭でしか見たことがない。

　その貴重な豚肉が、今は目の前の皿にたっぷり入っている。側に置いてあるパンも真っ白だった。普段タイタンで食べていたのは全粒粉の固いパンばかりだった。そうすれば小麦の節約になるから。

（こんなもの）

　拒絶したかった。だがアデレイドの飢えた体は急激に欲求を満たしたがっている。

「ごゆっくりお召し上がりください」

　赤毛の女性が出て行き、アデレイドは恐る恐るテーブルに近づく。

　湯気の立っている皿に、柔らかそうなパン──空っぽの胃が食料を求めてきりきりと痛みだす。もう限界だった。アデレイドは無言で椅子に座ると、とろとろに煮崩れている肉の塊をスプーンですくって口に入れる。

「……！」

　脂と肉の旨味が口の中に広がる。塩味だけではなくなにか香辛料が入っていて、それが食材の旨味を引き立たせていた。

（止まらない）

　空腹を収めるだけにしようと思っていたのに、食べる手が止まらなかった。パンをちぎると雲のように軽い。口に入れるとあっという間になくなる。

（こんな柔らかい食べ物がこの世にあったなんて）

　アデレイドは二つのパンをすぐ食べてしまった。

「もっとパンがいるかな？」

　いつの間にか、ロタリオが背後にいた。手にはパンを山盛りにした籠を持っている。

「……！」

　彼が入ってきたことにすら気づかなかった。

「ジャンドリアの料理が口にあって良かった、少し香辛料を使っているから」

「うっ……」

　みっともなくがっついているところを見られて恥ずかしかった。だが食欲は止まらない。

「沢山食べてくれ、元気をつけないとね」

（そうだ）

　逃げるにしろ立ち向かうにしろ、力をつけなければならない。それには、食べなければ。

　アデレイドは立ち上がるとロタリオの持っている籠からパンを鷲掴みにすると、がつがつと食べ始めた。

「うっ……うう……」

　咀嚼しながらアデレイドは泣いていた。パンは美味しい、口は止まらない──それが悲しかった。

「どうして泣くの？」

　目の前に立っているロタリオが優しく尋ねる。

　答えられなかった。感情が一気に溢れてきて、言葉にならない。

（苦しい）

　なにかが喉元に湧き上がってくる。ずっと腹の中に隠していた恐怖が、湧き上がってきた。

　アデレイドは白いパンを三つ、一気に食べてしまうとロタリオに向って呟く。

「タイタンは、無くなるのですか……」

　アデレイドは一番恐れていたことを口にした。

　自分の生まれ、育った国が無くなる。

　それが一番恐ろしい。

（なにもかも、消える）

　足元が崩れていく、自分の支えが消える。

　それが恐ろしかった。

「分からない」

　ロタリオはパンの入った籠を部屋の隅に置くと、あっさり言った。

「タイタンという国は無くなるだろう。だがあの土地は無くならない。ジャンドリアのものになる」

「なんですって！」

　アデレイドは大きく目を見開く。皆が必死で開墾した土地、それを横取りすると言うのか。

「卑怯者、泥棒、そんなこと、許さない……！」

　いきり立つアデレイドにロタリオはゆっくり近づくと、不意に抱きしめた。

「許さなければ、どうするのだ」

「放しなさいっ……」

　彼をはねのけたかった。だが大柄な男の力にはかなわない。耳から優しい声を注がれる。

「もう君たちは負けたのだ。諦めて、新しい生活に慣れろ。欲望に溺れるといい」

　アデレイドは薄物の寝間着しか着ていなかった。そのまま窓辺に連れていかれると肩から寝間着を脱がされる。

「やめ……」

　剥き出しになった胸が窓のガラスに映る。外から見られているかもしれないと思うと体が熱くなった。

「綺麗な肌だ。柔らかくて、蕩けそうだ」

　ロタリオは背後から胸を掴み、揉みしだく。彼の手の中で乳首が固くなっていく。

　背後から耳の後ろを舐められる、そんなところも感じてしまう。

「あう……」

「食事は美味かっただろう」

　脂で汚れている唇を指でなぞられた。

「食事も、閨も、この世にはもっと沢山の欲望がある」

　そのまま指が口の中に入り、舌の上を擦った。がっしりと骨太の指が、柔らかい粘膜を擦る。

「それを君に教えたい、欲望に溺れて欲しいんだ」

（嫌）

　美食を覚え、欲望に囚われ──そんな女になってしまうのか。

　それではただの人間、ただの女ではないか。

「放しなさいっ……私は、タイタンの……」

　神の子であり聖騎士、そう言いたかった。

「ひゃうっ……」

　だが、言葉は悲鳴に消えてしまった。ロタリオがしゃがんで、後ろから寝間着の裾を捲り上げる。

「美しい足だ、樫の木のように引き締まっている」

　普段鍛錬している体は男のように固いはずなのに、ロタリオは腿を愛おしそうに撫でる。そのまま足を拡げられる。

「昨日、あれほどしたのに今日もしたくてたまらない」

　後ろから指で谷間をすっとなぞられる。それだけでアデレイドの感覚も蘇ってくる。

（あ、駄目……）

　そこに触れられると体の力が抜ける。まだ淫印の効き目が残っているのか。

（どうして抵抗できないの）

　今は縛られていない。近くには武器になりそうな花瓶もある。

　それなのに、窓の桟を握りしめてじっとしていることしか出来なかった。

　体の奥がじんじんしているからだ。

（欲している）

　また、あの快楽を欲しがっている。

　もっと、もっと深い欲望を。

「ふああ……」

　ロタリオが背後で跪き、彼の手が尻を割った。後ろから長い舌が谷間を擽る。

　あっという間に肉体が花開いた。

「あ、ん……」

　彼は後ろから舌を動かしながら、指を前に進める。すでにこりこりと膨らんでいる淫核を直接触れられて腰が跳ね上がってしまう。

「ひゃん……」

　敏感な粒を、長い指が繊細に擽る。同時に果肉の奥の方まで舌で愛撫されていた。二か所から責められて、もう快楽を抑えることが出来ない。

「あ、あ、あ……！」

　自分の中が、ひくひくと蠢いている。もっと、もっと激しく欲している。自分の欲望が止められない。

「もう、蜜が溢れて止まらないよ……腿の方まで垂れてきた」

　ロタリオの言葉がアデレイドをさらに煽る。

（私は、おかしくなってしまった……）

　美食を与えられた胃のように、快楽を与えられた蜜壺は際限なく快楽を求めてしまうのだろうか。体内の熱さが止まらない。

　たっぷり花弁を濡らしてからロタリオは立ち上がり、背後から腰を掴んだ。

「入るよ……」

　後ろに尻を突き出す形にさせられ、背後から長く太いものが侵入してきた。

「こ、こんな……」

　後ろから犯される、獣のような恰好に屈辱を覚えるが抵抗できなかった。背後からごりごりと擦られて、気が遠くなる。

「あん、いや……」

　背後から窓に押し付けられる。大きな乳房がガラスに当たって歪んだ。冷たさに乳首が固くなる。

「綺麗だ、君は……肌に明かりが映えて、宝石のようだ」

　アデレイドの白い肌に、ジャンドリアの街の灯りが映っている。それはまるで豪奢な首飾りのようだった。

「いつか本物の宝石を贈りたい。君の白い肌に似合うだろう」

（そんなもの、いらない……！）

　美しい宝石で飾られても、それはロタリオの奴隷でしかない。

　そんな女になりたくないのに。

「ああん……」

　再び胸を掴まれると、甘い声しか出なかった。冷たさで固くなった乳首を強く摘ままれると、体がびくんと跳ねた。

「気持ちいいよ、君の中が、動いている」

　感じると体内がひくひくしてしまう。彼のものに絡みついている──それが彼を喜ばせると分かっているのに、止められない。

　胸をもまれながら突き上げられる、自分の息でガラスが曇った。目の前の景色が歪む──。

「ひ、あ……！」

　ずん、と一突きされた時アデレイドの肉体は達してしまった。体内の肉がねっとりと絡みつき、蜜を肉棒にまとわりつかせる。

「いったね……すごく、気持ちいいよ」

　ロタリオの声もかすれていた。彼に自分の快感を悟られるのが恥ずかしい、それなのに止まらない。

「あ。そこ、やめて……！」

　達したばかりの肉襞をさらに擦り上げられる。快楽が収まる暇もなかった。

「君の体はまだ欲しがっている、もっと、食べていいんだよ」

（嫌だ）

　こんなに快楽を食べさせられたら、おかしくなってしまう、彼無しではいられなくなってしまう──。

「駄目っ、そこ……」

　再び高まっていくアデレイドに合わせてロタリオの動きも激しくなる。

「私も、出すよ、もう我慢できない……」

　ロタリオはひときわ深く貫くと、中へ熱いものを放出した。熱い感触が腿を伝って出て行くのが分かる。

「ひあ、んっ」

　その精を吸い取るように自分の体内が蠢く。きゅうっと収縮して、快楽を放出した。

「や、あ……」

　さっき達したばかりなのに、再び体が痙攣する。中に注がれると勝手に達してしまう、そんな体にされてしまった──。

（こんな、浅ましい女に──）

　この夜はまだ終わらない。寝間着を脱がされ全裸にされるといったん湯あみに連れていかれた。

　寝室に戻るとロタリオも全裸で寝台の中に寝転がっている。

「おいで」

　アデレイドがのろのろと近づくと、手首を掴まれ引きずり込まれる。腕に抱かれ、深くキスをされた。

「んっ……」

　口の中を丹念に舐められた。舌の裏や歯の後ろまで彼の舌先がなぞる。

（かみちぎってやる）

　逃げられないのなら、いっそロタリオを殺せば──自分も死ねる。

　彼はいったん体を離した。次に舌が入ってきたら、千切れるまで噛んでやる、アデレイドは決意していた。

　だが、不意に口の中に入ってきたのは──。

（甘い）

　彼が口の中に入れてきたのは、蜂蜜と牛の乳を煮詰めて固めた飴だった。初めて味わう甘みにアデレイドは気が遠くなる。

「美味いだろう、私の好物だ」

　飴を入れた口の中にロタリオは再び舌を入れてきた。二人の舌の間で飴が転がる。

「んん……」

　甘さと牛乳の味が合わさった味は初体験だった。舌を噛みちぎってやろうと思ったのに、脳が甘みに溶けていく。

「君の肌も、同じくらい甘い」

　飴を舐めた舌がそのまま自分の首筋をなぞっていく。彼に舐められた体がそのまま飴に変わっていくようだ。

「ああ……」

　口の中にある甘みの塊を吐き出すことが出来ない。溶けて小さくなっていくのを惜しいと思ってしまう。

（私はこんなに弱い人間だったの）

　美しいタイタンで、貧しくも正しく生きてきたのに。

　こんな快楽にあっけなく堕落していく。

「ふああ……」

　乳首を丹念に舐められ、大きく膨らんだ粒を吸われる。

「くっ、くうっ……！」

　もう快楽に溺れたくないのに、ロタリオは執拗に責めてくる。

「どうした？　もっと声を出してもいいんだよ」

「…………」

　アデレイドは必死で唇を噛み締める。飴で釣られたなんて、あまりにも子供じみている。

「我慢しているのかい」

　ロタリオは面白そうに微笑む。

「黙りなさいっ」

　自分の気持ちなどよそ者の彼には分かるまい、自分が大事にしているものなど──。

「淫印の効き目が薄れてきたようだ」

　彼は再びあの壺と筆を持ってきた。

「嫌、それは……！」

　アデレイドは抵抗した。だがロタリオは彼女の腰を高く持ち上げるとしっかり抱きしめた。彼の目の前に自分の恥ずかしいところが拡がる。

「放して……！」

　ロタリオは筆にたっぷりとインクをしみ込ませると、筆先をそっと花弁の中に差し込む。

「ひあっ」

　繊細な筆が中に触れると、肉体がきゅっと反応する。

「綺麗な蜜が溢れてきた。この花は咲きたがっている」

　体の中央に埋もれていた花が、自分の力で花開こうとしている。それは持ち主の意思では止められない。

「ああ……」

　細い筆が小さな花弁をなぞると、甘い声が漏れてしまう。じいんと痺れて、体の奥から熱くなってくる。

「あ、ん……」

　ロタリオはぐっしょりと濡れた筆をずずっと奥へ差し込んだ。筆先を優しく動かすと、中の肉がひくひくと蠢いた。

「ひ、あ、あ……！」

　洞窟の上の方に少し固いところがあった。そこを筆で擦られるとアデレイドの体はあっという間に登りつめる。

「ここが、感じるんだね？」

　ロタリオは優しくそういうと、そこをしつこく責めた。こりこりとしこってきた壺を擦られ、アデレイドは気が遠くなる。

「やう、だめえ……ひっ」

　筆を入れたままの肉孔が急激に収縮した。自ら奥に引き込みながらびくっ、びくっと震える。桃色の花弁が震えながら蜜を吐き出した。アデレイドの体は筆一本で達してしまったのだ。

「ああ……」

　ぐったりとした彼女の体を横たえると。ロタリオが覆いかぶさってきた。男の徴は再び隆起している。

「そんなに感じて、可愛いね」

　自分を見下ろす表情は甘く、目でも自分の痴態を味わっているようだ。

「くっ、ああ……」

　抵抗したいのに、まだひくついている孔を太いもので押し広げられるとなにも考えられなくなった。

　ロタリオは中の感触を楽しむかのように、じっくり味わいながら腰を進めてくる。

「凄く……濡れていて……まだ、動いている、気持ちいい……」

　自分の快楽がロタリオを喜ばせている、それが悔しい。

（どうしてこんな体に）

　一突きされるたびに新しい快楽が湧いてくる、自分で止めることが出来ない。

「あ、ふうっ……」

　感じる場所をずん、と突かれると息まで甘くなる。

「ここが、いいんだろう？」

　さっき筆で探った肉孔の壺を、今度はロタリオのもの自身が突いてくる。その強烈な刺激に逆らえない──。

「あ、やめてっ、そこは……！」

　ぐりぐりとこじられるだけで理性が飛んでいく、なにもかも消えていく。

「駄目、ひ、ひああ、ああ、んっ……」

（私の国）

　美しいタイタン、貧しくとも働き者だった民──。

　ロタリオはそれを奪った男なのに。

　自分はその男に抱かれて淫らに喘いでいる。

（こんな自分、嫌だ）

　抵抗したい、殺されてもいいから。

「あ、あああ……」

　ロタリオは奥を突きながらアデレイドの豊かな胸を弄び始めた。二か所からの刺激に再び意識が遠くなる。

「こんなに固くなって……感じているんだね」

　大きな胸の上にある飾りは触れる前から大きく膨らんでいた。それを彼の指がそっと擦る。

「ひ……」

　繊細な刺激は、かえって体を燃え立たせた。胴の上で乳房が震える。

「もっと、気持ちよくなって」

　ロタリオはアデレイドの体を起こすと自分の腰の上に乗せる。太いものがさらに奥へと進む。

「うあ……」

　彼は揺れる乳を揉みながら口づけをした。

「全部私のものにしたい、初めて会った時から決めていたんだ、絶対君を手に入れると」

（そんな）

　野良犬のようだった彼、あの時から自分のことを？

「美しく、気高い姫……ジャンドリアが攻め込めば死んでしまうかもしれない。あるいは捕えられ、凌辱されるか──それだけはさせたくなかった。だから私が軍の先頭に立ったんだ」

　彼の視線は真剣で、自分の頬を撫でる手は優しかった。

（やめて）

　優しい声で囁かないで。勘違いしてしまいそうになる。

（ロタリオは、ただ手に入れたいだけ、国も私も）

　国を奪っただけではなく、聖騎士である自分を堕落させ、ただの女に堕とす。

　それがこの男の目的のはずだ。

「いやっ……」

　逃れたい、この男から。

　どうして彼を助けてしまったのだろう。

　タイタンで見つけた時、殺してしまえば良かった。

（どうして私は）

　初めて出会った時。

　人間と思えなかった。

　神話の世界から出てきたような男。

　金の髪に灰色の瞳。

（私は）

　あの時彼に魅入られてしまった。

「あの時から好きだった。タイタンに侵入しようとして浮浪者のふりをしていた。汚い私にも親切にしてくれた姫」

　下から突き上げられる、アデレイドの黒髪が揺れる。

「あ、ああ……！」

　体内の熱が高まる。彼のものがさらに大きく感じた。

「自分の任務がつらくなるほど、君を愛してしまった。タイタンの場所が分かったらすぐ戻るはずだったのに、なかなか立ち去れなかった……それほど君に惹かれていた」

（嘘）

　嘘だと思っているのに、心が揺れてしまう。

「確かにタイタンを責めたが、滅びてはいない。捕虜も皆生きている。君はここでタイタンの姫として、私と生きて行こう」

（嘘だ！）

　国の無い姫など聞いたこともない、自分は珍しい奴隷として彼に飼われるだけなのに。

　体だけではなく、心まで欲しがるなんて。

　ロタリオは自分に覆いかぶさり、奥を深く穿ちながら頭を押さえ、耳元で囁いた。

「君のことを、愛している……」

　そんな言葉に心が震えるのが悔しい。

「うっ……うう……」

　アデレイドの黒い瞳から、涙が落ちた。

「愛しているよ、本当だ……」

　ロタリオは熱に浮かされたように何度もその言葉をつぶやきながらアデレイドの中を自らの熱で掻き回す。感情と快楽の渦で心が壊れそう。

（こんな形で、聞きたくなかった）

　囚われの捕虜のまま、この言葉を聞くなんて。

　何故なら。

　密かに彼のことを、愛していたから。

「愛している、愛している……」

（嫌！）

「やめ、やめなさいっ……これ以上……あ、ああ……！」

　中に入れられたまま囁かれる愛の言葉、まるで心まで犯されているよう──。







「アデレイド様、ここは危ないです。私の手に掴まって」

　川に渡した細い丸木橋を渡る時、ロタリオはすっと手を差し出した。

　アデレイドは躊躇う。そんな扱いを受けたことはなかったからだ。

「……申し訳ありません、奴隷の身分で姫に触れようなどと」

　ロタリオは悲しそうに手を引っ込めた。アデレイドは慌てて訂正する。

「違う！　こ、こんな橋一人で渡れます」

　勢いよく渡ろうとした、だが急いだせいで足が滑り、落ちそうになった。

「危ない！」

　ロタリオはすばやく彼女の手首を掴み、腰を支えた。

「雨上がりで丸太が湿っているのです。ゆっくり歩いて」

　恥ずかしかった。彼に支えられ、助けられたことが。堪えようと思っても頬が熱くなる。

　そして、彼に不意に触れられて心臓が鼓動を打ちだしたことが。

　向こう岸についてからロタリオは地面に膝まづく。

「申し訳ありません、奴隷の身分で姫様の体に触れてしまいました。どうか、罰してください」

　アデレイドは恥ずかしさのあまりぶっきら棒に返す。

「最初に言ったでしょう。タイタンに奴隷はいない。お前は私の部下だが、身分は対等なのです。立ちなさい」

　彼はゆっくり立ち上がると、微笑んだ。

　その笑顔が何故か胸に刺さる。

「タイタンに来て、良かったです」

　その花のような笑みに、言葉にどうしてだか、体がざわざわとする。

「そうですか」

　あえてそっけなく答えるが、胸の奥がどきどきする。

（この気持ちは、なんなんだ）

　経験したことのない、気持ち。

（これは、いったい）

　神への信仰にも似た、湧き上がるような感触。

（これが）

　皆の言う、男女の恋なのか。

（私は、ロタリオに）

　恋をした。

　その時、はっきり分かった。

　聖騎士の自分に、男女の愛が取りついたのだった。







　よそ者の彼に言えなかっただけで、ずっと好きだった。

　彼と生きていきたいのは、同じ気持ちなのに。

　今はもう、心を打ち明けられない。

　自分はタイタンの聖騎士ではなくなってしまった。

　誇りを失った自分はもう人を愛する資格もない。

　ただの、淫らな娼婦だ。

「あ、あ、あああ……！」

　ロタリオの動きが激しくなった。最奥を刺激されて体が燃え上がる。

「愛している、愛している──」

　彼の言葉と仕草に、肌がざわざわとする。

（今だけ）

　溺れてしまいたい。

　この快楽を、全部受け止めたら。

　誇りも過去も、国も捨てて。

　彼の女になりきってしまったら。

　自分はいったい、どうなるのだろう。

（なにもかも、終わる）

　タイタンは滅びて、自分はただの奴隷となる。

（駄目！）

　どんなに快楽を与えられても、心だけは──。

（きっと、皆頑張っているはず）

　タイタンから何人もの民が連れ去られた。彼らは今、牢獄の中で故郷を思っているだろう。

（この体が無くなってしまえばいいのに）

　男に触れられて反応する、この忌々しい肉体が消えてしまえばいい。

「くっ……」

　アデレイドは自分の爪で胸元を引き裂いた。鎖骨から乳房にかけて赤いみみず腫れが出来る。痛みは一瞬自分を正気に戻した。何度も引っ掻くとみるみる傷が増えていく。

「なにをしているんだ！」

　驚いたロタリオはいったん自身のものを抜くと彼女を抱きしめた。

「自分を傷つけるんじゃない、そんなことをしなくてもいいんだ」

「黙りなさい、お前になにが分かる……」

　十八年、持ち続けた聖騎士の誇り。

　それが崩れようとしている。

「全部なくなる、終わりだ……もう……」

　嗚咽で言葉にならない。泣きじゃくるアデレイドの胸元にロタリオは優しくキスをする。

「君を悲しませてすまない、本当に悪かった」

　彼の温かさが直に伝わる。

「でも、君が君じゃなくなるわけじゃない。私にとって君はずっと、誇り高い聖騎士だ、美しく気高い……」

　それがただの慰めと分かっているのに、アデレイドは涙が溢れて止まらなかった。

「アデレイド、出会った時から私は君を崇拝している。私の女神だ……そんな君を、自分で傷つけないで。私は君を守りたいんだ」

　灰色の瞳に、薄く涙が浮かんでいた。

　彼は傷の一本一本に舌を這わす。その感触がアデレイドの心を溶かしていく。

（ああ）

　未知の感情が湧き上がってくる。

　彼が、愛おしいという気持ち。

　必死に蓋をして、体の奥深くに眠らせていた心。

　彼のことが、好きだ。

　一人の人間を、神と同じくらい愛してしまった。

　その炎はもう止められなかった。

「あ、あ……！」

　アデレイドは自分からロタリオの体に抱き着いた。彼の背中はがっしりと逞しい。

「私の気持ちが分かってくれたのか、嬉しいよ……」

　ロタリオも自分の体を強く抱きしめる。二人の肌がぴったりとくっついた。

「離したくない、ずっと好きだったんだ。君もそうかい？」

　彼の細い金髪が目の前にある。息を吸い込むと爽やかな匂いがする。

（髪まで甘やかだ）

「私も……好きよ」

　とうとう言ってしまった。

「本当？　本当に私のことが好きなのか？」

　彼は一旦体を離すと、信じられないといった風な顔をした。その顔を見ると胸に甘酸っぱい痛みが走る。

（とうとう）

　言ってしまった。口に出した言葉はそのまま自分に返ってくる。

（好き）

（好きだ）

「そうよ、私は、お前のことが……好きなの」

　認めてしまった。もう後戻りはできない。

「いつから？　タイタンでは冷たかったのに」

　ロタリオは緊張が解けたように華やかな笑顔になった。その顔を見るとさらに感情が高まってくる。

　恥ずかしい、自分の気持ちを打ち明けることが。

　口に出すと、全てが変わってしまいそうで。

　だがもう、心の言葉は止まらなかった。

「好きなの、出会った時から──何故だか、お前のことが気になって、殺せなかった」

　彼の手が自分の背中を優しく撫でる。

「私もだ……最初に出会った時、女神が現れたのかと思った。美しい、戦いの神」

　気が付かなかった。あの時は彼の処遇を考えることに必死だった。

「側にいて、どんどん好きになってしまった。ジャンドリアで美女を沢山見てきたのに、一度も感じたことの無い気持ちだった。本気で愛してしまったんだ」

　首の後ろを掴まれ、口づけをされる。そんな仕草にも心が震える。

「教えて欲しい、私のどこが好きになったの？」

　美しい灰色の瞳が子供のように自分を見つめる。

「……分からない」

　一つだけ確かなことは、生まれて初めての気持ちだったこと。

　山の中で倒れていた男のことを、もっと知りたいと思った。

　タイタンの外にも世界がある、初めてそれに魅入られたのだった。

「お前のことが知りたかった、お前の住む世界のことが」

　タイタンのことを愛していたのに、同時に彼を愛してしまった。

　心が二つ出来たようだった。

（とうとう、言ってしまった）

　自分のことを愛おしそうに抱きしめる男を見つめる。胸に悲しみが満ちてきた。

「どうしたの？」

　彼が優しく頭を撫でてくれた。思わず心が言葉になって零れ落ちる。

「故郷を、タイタンを愛しているのに同時にお前のことを愛せない。私はどうすればいい？　どう生きればいいのです……」

　アデレイドは涙を流す。その粒をロタリオはキスでぬぐった。

「君はそのままでいい」

　彼の答えは意外なものだった。

「タイタンは形が変わるだけだ。住民もやがて戻そう。ジャンドリアの一部として生活できるのだ。変わるのは国王のエスタル殿だけだ」

　父の名を聞いたとたん、アデレイドの体が強張った。

「どういうことです？」

　ロタリオに詰め寄ると、彼は気まずそうに顔を逸らす。

「……あの方には責任を取ってもらわねばならぬ、王なのだから」

「父をどうするつもりなのですか！」

　彼の表情が曇る。

「処刑は免れまい、タイタンが生まれ変わるには、それしかない」

　体が一気に冷えていく。父のいないタイタンはタイタンではない。

「ふざけないで……そんなこと、絶対に許さない……」

　タイタンは父の作った国、何故その父が殺されなければならないのか。

「やっぱりお前を、許さない……！」

　ロタリオの側から離れようとする。だが彼は再びアデレイドの体を組み敷いた。

「君には可哀想だが、エスタルのことは許すわけにはいかない。彼は罪を犯したのだ」

　罪？　なんの罪なのか、民を救おうとしたのが罪と言うのか。

「父がなにをしたと言うのです！」

　ロタリオの表情が苦し気に歪む。薄い唇がゆっくり開いた。

「エスタル殿は……周囲の村を襲い、食料や金品を奪っていた。神に祈ってパンが与えられたなど嘘だ。他人から奪って、秘密の神殿に財産を隠しているんだ」

　頭をがつんと殴られたような衝撃が走った。父が、あの気高いエスタルが泥棒？

「嘘です！」

　悲鳴を上げて彼から離れようとした。だが腕を掴まれる。

「信じられぬのも無理はない。だがよく考えろ、神に祈っただけで必要なものが与えられるなんておかしいと思わなかったか？　しかもそれはエスタル殿しか出来ない……他の誰もそれが現れたのを見たことがない」

「黙りなさい！　父を殺したいからといってそんな嘘を……！」

　ロタリオの胸を拳で叩いた。だが彼はその手首を掴むと再び寝台に押しつける。

「君の気持ちは分かる……だが、これが真実だ。悲しくてもあの人のことは忘れるんだ」

　そういうロタリオの顔も悲しそうだった。悲し気な表情のまま再び体を開こうとする。

「嫌……！」

　父の処刑を告げられた後に抱かれるなんて出来ない──アデレイドは必死に抵抗した。

「今は、なにも考えないで……」

　そう言うとロタリオは強引に肉体を再び突き刺した。

「ひあっ……」

　体の中に彼が入ってくる。ゆるやかに腰を使われると、再び体の中が燃え上がる。

（嫌）

　彼は愛情からではなく、自分を黙らせるために肉体を使っている、それが悲しかった。

（愛しているなど、嘘だ）

　タイタンを落とすために自分を堕落させようとしているのだ。

　さっきの甘い言葉も全部偽りだ。

「離してっ……」

　体の中に男のものが入ったままでは、抵抗できない。アデレイドは必死で体をよじった。

　だが杭のように突き刺さった男のものはまったく抜けない。

「あ、ああ……」

　ロタリオが体を動かし始めると、再び快楽が湧き上がってくる。

（どうしてこうなるの）

　彼を殺したいほど憎んでいるのに。

　触れられると肌は燃え上がる。

「今は、私の言うことを信じなくてもいい」

　彼の言葉は、何故だか悲しげだった。

「感じることだけ考えて、他のことは忘れて」

　深く貫かれ、何度もキスをされ──乳首を両方摘ままれて舐められる。

「あああっ！」

「こんなに濡れているのに……どうして嫌がるの？」

　自分が情けなかった。どれほど勇ましいことを言っても体は持ち主を裏切って反応してしまう。

「気持ちいいでしょう？　奥が動いている、私を欲しがっている」

「やめてっ……」

　奥をごりごりと擦られると、悲鳴を上げるほど気持ちがいい。

「きゃうっ……そこ、だめ……」

「凄く気持ちいいよ、アデレイド、君もそうだろう」

　自分の反応を察して、ロタリオの声も濡れてきた。体内のものも大きくなったように感じる。

「嫌、いやっ……もうやめて……」

　何度も突かれ、とうとう体が痙攣する。彼のものを欲しがっているように体内が収縮する。

「あ、あああ……！」

　激しく震えているなかを存分に擦り上げられ、最奥に熱いものを放出された。すると体内が歓喜に震えるように吸い付いていく。強烈な快楽が全身を貫いて脳を焼く。

（どうして）

　これほど憎んでいるのに、肉体は反応してしまう。彼に抱かれることを喜んでいる。

「これだけ何度も入れたら、いつか子供が出来るだろう。それはタイタンとジャンドリアの子だよ」

（そんな）

　憎むべき男に犯されるだけではなく、孕まされるなんて。

　きっと子供が出来てしまったら、その子可愛さにロタリオを憎むことすら出来なくなるだろう。

（逃げなければ）

　なんとしてでもここから逃れる、まだ余韻の残る体でアデレイドは決意した。







三 発覚








　翌朝、アデレイドはいつまでも寝台の中にいた。朝食も取らない彼女のことを赤毛の侍女は心配する。

「医者を呼びましょうか。ロタリオ様も心配されています」

　アデレイドは精一杯気分の悪いふりをする。

「昨日よく眠れなかった。悪いがカーテンを閉めて、しばらく一人にしてください」

「承知いたしました」

　侍女は重いカーテンを閉めると静かに部屋を出て行く。それでも扉のすぐ前には待機しているはずだ。

（早くしなければ）

　アデレイドは薄い寝間着の上から毛布を巻き付けて服の代わりにする。そして嵌め殺しの窓に近づいた。

（ここは三階）

　確かに高いが、この程度なら飛び降りることが出来る。地面に降りた時に一回転して衝撃を逃がせばいいのだ。

　ガラスの窓は石造りの壁にはめ込まれているが、窓枠は細い木で出来ている。アデレイドがぐっと掴むと枠が歪んだ。

（よし、いける）

　慎重に一枚一枚ガラスを外していく。音を出したら終わりだ。

（やった！）

　とうとう窓の下の段を外すことが出来た。体がなんとか通る広さが開く。

　頭を出すと、眼下に地面があった。石畳ではなく土だった。

（大丈夫、私なら）

　毛布をしっかり体に縛り付けると、アデレイドは窓から蛇のように外へと抜け出した。

（……！）

　地面に叩きつけられる瞬間、体を丸めて一回転する。背中に衝撃は走ったがそのまま繁みの中に突っ込んだ。

（見つからなかったか？）

　必死に繁みで息を殺す。辺りは静まり返っている。どうやら逃亡は発覚していない。

（他のタイタンの民を探そう）

　一人で逃げることも考えたが、宮殿の門を抜けることは無理だろう。自分と一緒にジャンドリアに連れてこられた兵士たちと一緒なら。

（檻に入れられているはず）

　アデレイドは繁みから抜け出すと宮殿の周りを探った。鉄格子のある地下室がどこかにあるのではないか。

　だが、そんな場所はどこにも無かった。

（別の棟なのか）

　敷地内にはいくつかの建物がある。タイタンの兵士は向こうに収監されているかもしれない。

（まだ閉じ込められているだろうか、もしかしたら、もう……）

　兵士も民も、処刑されたか奴隷として売られたかもしれない。そう思うと胸がつぶれそうになる。

（生き残りだけでも連れていく、我が故郷へ……）

　タイタンへ戻れば、きっと父が助けてくれる。

（泥棒など嘘だ）

　これほどの窮状ならきっと神は救ってくれる。食料や武器は父が神から与えられているはずなのだ。

（父の無実を証明するためにも、戻らなければ）

　姿を隠しながら宮殿の敷地内を歩いていると、やがて小さな小屋がいくつか集まっている場所にたどり着いた。畑があり、鶏が餌を啄んでいる。

（誰かが住んでいる）

　畑を耕している人間が顔を上げた。彼を見た途端、アデレイドは思わず声を出した。

「タロッド！」

　そこにいたのは紛れもない、自分の侍従だったタロッドだった。てっきりジャンドリアとの戦争で死んだと思ったのに。

「アデレイド様！」

　タロッドの声に周囲の小屋から人々がどっと出てきた。驚いたことに、皆タイタンの人間だった。

「お前たち、ここに監禁されていたのですか……ジャンドリアの奴隷にされてしまったのですね」

　アデレイドはその場に膝をついた。タロッドが慌てて跪く。

「姫様、おやめください」

「いや、私はお前たちに顔向けが出来ない。民は奴隷になり、私は……せめて、お前たちだけでもタイタンに戻せればいいのですが」

　タロッドはしばらく黙っていた。そして彼女の肩に手を置いて前を向かせる。

「姫様、申し訳ありませんが私たちは奴隷ではないのです」

「なんですって？」

　周りを見渡すと、タイタンの人間たちが自分を見つめている。皆気まずそうな表情をしていた。

「どういうことなのです、ここに閉じ込められているのではないのですか」

　アデレイドが立ち上がるとタロッドも体を起こして彼女を誘った。

「ここはジャンドリアが用意してくれた居住地なのです。ここで一旦生活を立て直し、ゆくゆくは自立することを目標にしています」

「……なにを言っているの」

　タロッドの言葉が理解できない。タイタンの人間は閉じ込められているのではないのか。

「今だって、出て行こうと思えば行けるのです。でも皆金も家もない。一旦働いて金を貯めればどこにでも行けます」

「ならば、タイタンに戻ればいいではないですか！」

　彼らが自由なら、何故故郷に戻らないのか、アデレイドには理解できなかった。

「王が死んだのなら仕方がない、だが父上はまだ生きている、神殿で我らのために祈っているはずです。戻って王の、神のために戦いましょう、そして皆で天国へ行こう」

　タロッドは必死で訴えるアデレイドを悲し気に見つめる。

「私たちは知ってしまったのです──国王の、エスタル様の正体を」

「正体……？」

　ジャンドリアの奴隷を救い、神の国を作り上げた。貧しくとも美しい国の王、それが自分の父、エスタルのはずだ。

「ジャンドリアには昔のエスタル様を知っている人が残っています。その人から話を聞きました」

　タロッドは語った、かつてのエスタルのことを。

「エスタル様は、もともとある神殿の司祭でした」

　彼は視線を落としながら語りだした。それは信じられない内容だった。

　エスタルはジャンドリアの郊外にある神殿で司祭をしていた。

　だが、やがて問題が起きた。彼は『自分こそ神の子である』と言い出し、独自に信者を集めだした。

「それが問題になり、エスタル様は破門されました。するとあの方は神殿の財宝を盗んで信者と共に逃げたのです。国王はジャンドリアのお尋ね者なのです」

　血の気が引いた。自分の親が、泥棒をした？

「エスタル様は山に入り、自分たちで開墾を始めました。でも最初はまともな作物も出来ず、人々は飢えていました。するとエスタル様は数名の民をつれて田舎の村々を略奪しだしたのです。子供がいたら連れてきて強引にタイタンの民にしました。そうやって国を維持してきたのです──今まで」

　目の前が昏くなった。

　タロッドが、ロタリオと同じことを言っている。ずっと父と自分に仕えてきた敬虔な信者が。

「嘘です……そんなこと、ジャンドリアの嘘に決まっている！」

　タロッドは悲しそうに首を振った。

「おかしいと思われませんでしたか？　前年は凶作で、翌年に撒くための麦すら残らなかったのにいつの間にか種が現れた。鋤も鍬も、どこから買ったのです。耕すための牛は？　いつの間にかエスタル様が持ってきたではないですか。鍬はよく見ると誰かの名前が彫ってあったし牛には焼き印がついていた。誰かのものを持ってきたのです……」

　アデレイドは呼吸が苦しくなった。

　本当は、ロタリオから話を聞いた時胸に刺さるものがあったのだ。

（分かっていた）

　それは、自分が見て見ぬふりをしていたことだった。

（怖かった）

　国民が飢え、必死で祈るとどこからか麦が、肉が現れた。それを父は『神の御恵みだ』と言っていた。

　あれがどこからやってきたのか、確かめるのが怖かった。

　父は自分になにか隠している、それを知るのが怖くて先伸ばしにしていたのだ。

「違う」

　なにかを振り払うようにアデレイドは頭を振る。

「父上が、父上だからこそ神が恵みを与えてくださったのだ。それほど祈りが深いのだ！　神がタイタンを祝福している証拠ではないか！」

「アデレイド様……」

　タロッドは言いにくそうだった。

「実は、アデレイド様はエスタル様の子ではないのです……」

　呼吸が止まった。

「なにを言っているのです……」

「信じられないのも無理はありません。でも本当なのです。あなたがタイタンにやってきた日のことを私ははっきり覚えています。エスタル様がある日、突然赤ん坊のあなたを連れて帰ってきたのです。『今日からこの子を神の子として育てる』そうおっしゃっていました」

　思わずタロッドの首を締め上げた。

「嘘をつくと許しませんよ！」

　彼は苦しそうに、しかし懸命に声を絞り出す。

「私はその赤ん坊がどこからやってきたのか知りませんでした。きっと捨て子で、エスタル様がご自分の御子として育てるのならそれでいい──でも、ジャンドリアに来て分かったのです。あなたはエスタル様と部下たちが旅の商人一団を襲った時に誘拐された赤ん坊だったのです」

　頭ががんがんする。とても受け入れられない。

「……ジャンドリアが、我々を仲間割れさせるために作った話です！」

　タロッドの目には涙が浮かんでいた。アデレイドは思わず周囲を見回す。他の民も自分を悲しそうに見つめていた。呼吸が浅くなって苦しい。

「エスタル様が襲った旅の商人の中の、使用人が一人だけ生き残っていました。彼ははっきり覚えていたのです。エスタル様がまだ赤ん坊だったあなたを抱き上げ、こう言ったと。『見ろ、なんと美しい赤ん坊だ。神の子としてふさわしい』あなたはエスタル様の御子ではないのです」

　足の力が抜けてアデレイドはその場にしゃがみ込んだ。

（私は）

　神の子ではなかった。

　父も、父ではなく神でもなかった。

　信じていたものが、全て崩れ去った。

「……嘘です」

　自分の心を守りたい気持ちが、アデレイドを立ち上がらせる。

「お前はジャンドリアに寝返ったのですね！　だからそんな嘘を言う、私に父上を裏切らせるために！」

　アデレイドはタロッドを突き飛ばすと、側にあった鍬を振り上げる。

「殺してやる、裏切者！」

「おやめください！」

　アデレイドの前に飛び出してきたのは、以前痩せた子供を連れていた農婦だった。

「アデレイド様、私の子を見てください。私も最初ジャンドリアに連れてこられて恐ろしかった。でも彼らは子供のために柔らかいパンやスープをくれました。ここに来てから一度も泣いていません」

　彼女に抱かれている子供は、タイタンにいた時とは打って変わって頬が桃色に染まっていた。にこにこと機嫌が良さそうだ。

　その子をアデレイドはじっと見つめる。

（民を幸せにしたい）

（天国へ行かせたい）

　そう思っていたのに。

　この子を飢えさせていた、それが自分と父のやってきたことだった。

「…………」

　アデレイドは無言で立ち尽くしていた。

「分かってくれたか、エスタル殿と君の関係を。もう彼をかばう必要はないのだ」

　背後から優しい声がした。タロッドたちは慌てて平伏する。

「ロタリオ様！」

　後ろにいたのはロタリオだった。アデレイドが逃げ出したのに慌てている様子もない。

　白いシャツが風に揺れていた。

「お前……最初から分かっていたのですか」

　アデレイドは彼の方に向って歩き出した。感情が咽喉から出そうだった。

　タイタンが強盗の国であることだけではなく、自分が父の実の子でないこと。

　ロタリオは最初から全部知っていたのだ。

「私の口から言っても信じなかっただろう。タイタンの民も彼の洗脳から抜ける時間が必要だった。だから君と民を離しておいたのだ」

　ロタリオは何故か悲しそうだった。

「君に罪はない。全て、自分の意のままの国を作ろうとしたエスタルの罪だ」

　彼の言葉も心には響かなかった。

「……私を笑っていたのですね」

　アデレイドの体がゆらゆらと動き出した。

　最初から知っていた、自分の哀れな境遇を。

　自分の親を殺した男を父と呼び、貧しい国を神の国と言っていた。

「馬鹿にしていたのでしょう、だからあんなことを」

　体を汚し、辱めた。馬鹿な女と嘲っていたのか。

「違う！」

　ロタリオはアデレイドの肩を掴み、自分の方を向かせる。

「君を傷つけたくなかった。だから本当のことを言えなかったんだ。もし自分の身の上を知ったらどれほど悲しむか、そう思うと自分の口からはどうしても言えなかったんだ」

　美しい灰色の瞳が揺れている。

「タイタンで一緒に過ごして、君の心が美しいことを知ってしまった。その美しさをそのままにしたかった。自分で汚す勇気がなかったんだ」

　彼の声に熱がこもっている。そうだ、彼はずっと真摯に自分に接していてくれた。

「君が逃げだせることは知っていた。あの窓枠程度なら外せるだろう。自分で逃げ出して、自分で知って欲しかった、本当のことを」

　アデレイドはなにも考えられなかった。自分はなにを信じればいいのか、どうすればいいのか分からない。

「私を……放っておいて、一人にして」

　寝室へ戻ろうとするアデレイドの手をロタリオが掴んだ。

「気持ちは分かるが、もう少し私の話を聞いてくれ、こちらへおいで」

　ロタリオは優しく自分の掌を握った。子供のように手を引かれてどこかへ連れていかれる。宮殿の中に入ると、階段を登っていく。

　そこは窓の外から見えていた宮殿のバルコニーだった。遠くにジャンドリアの街の灯りが見える。

（美しい）

　なにも考えられない頭に、そんな言葉がふわっと浮かんだ。

「ジャンドリアもタイタンも美しい」

　バルコニーに二人で立ち、ロタリオはアデレイドの肩を抱いた。

「私はタイタンを強盗の国と思っていた。国民は皆ごろつきだと」

　彼がそう思うのも無理はない。タイタンの人間が周囲の村や旅人を略奪していたのだから。

「だが中に入って分かった。タイタンの、大部分の民は平和に、静かに暮らしていた。彼らはなにも知らなかっただけだった。無知が彼らを知らず知らずのうちに略奪者にしていたのだ」

　アデレイドの目からゆっくり涙が零れていた。それは温かい水滴だった。ロタリオは自分を、タイタンの人間を慰めようとしている。

「タロッドたちもすぐジャンドリアに馴染んだわけではない。何日も私やジャンドリアの人間が世話をし、話をした。だんだん心を開いてくれた。それでも──皆故郷を懐かしがっている。ジャンドリアがどれほど豊かでも、タイタンで畑を耕し牛を飼って暮らしたい、そういう民が沢山いる」

　アデレイドの目に光が宿った。

「私はその民たちを助けたい、どうすればいいの？」

　ロタリオはゆっくりと自分の目を見つめる。

「それには、エスタルを倒さなければいけない」

　胸がぎゅっと苦しくなった。自分の父ではない、自分の親の仇──それでもまだ、彼を憎むことが出来なかった。

「…………」

　無言で俯いているアデレイドをロタリオはそっと抱き寄せた。

「君はなにもしなくていい。ジャンドリアの兵士が彼を捉える。ただ、神殿へいく道を教えてくれ。タイタンをくまなく探しても、どうしても見つけられなかった」

　アデレイドはまだ黙っていた。空は暗くなり、街の灯りがさらに輝く。

（美しい）

（美しいタイタン）

　もう一度、あの国を取り戻せるだろうか。

　それには。

（お前はタイタンの聖騎士、神の子だ）

　父と思っていたエスタルの声が蘇った。

（強い騎士になるのだぞ。お前の肩にタイタンの未来がかかっている）

（神から愛された子供だ）

　その響きはまだ胸の奥に残っていた。

（私が苦しいのは）

　神の子の座から降りるのがつらいから。

　父を慕った日々を捨てるのが悲しいから。

　ぽろぽろと泣き続けるアデレイドの体をぎゅっと抱きしめた。

「タイタンが好きになったのは、君のせいだ。私は君を愛してしまった、君を育てたタイタンも愛してしまった」

　彼の指が涙をぬぐう。『愛している』という言葉が傷ついたアデレイドの心に沁み込んでいった。

（愛されている）

　父の愛は幻だった。だが、まだ自分を愛してくれる人はいる。

　自分が人を愛する力も残っている。

（ロタリオ）

　自分を抱きしめ、心から愛おしんでいる男。

　彼を、彼だけは信じられる、愛することが出来た。

　ロタリオは自分を見つめ、真摯に宣言した。

「私はタイタンを救いたい。協力してくれ」

　悲しみは去らなかったが、もう心は決まった。アデレイドは一度だけ頷いた。







　その夜、アデレイドは嵌め殺しの窓の部屋には戻されなかった。連れてこられたのはロタリオの豪奢な部屋だった。

「もう縛ったりしない、そのままの君を抱きたいんだ」

　アデレイドは彼に指示されるまま素直に湯あみをし、彼の寝台に入った。まだ頭がふわふわしている。

「こちらへおいで」

　天蓋の中で抱きしめられ、口づけをされる。ゆっくりと体が現実に戻ってきた。

「あ……」

　腿を撫でられると背筋がぞくぞくする。

「まだ、淫印の効き目が……」

　そう言うとロタリオはくすくすと笑う。

「あれは、嘘だよ」

「え?!」

　ぎょっとして彼の顔を見つめる。

「淫印の魔法など使えない。知り合いの魔導士など知らない。あれは葡萄の葉で作ったインクで、毒ではない」

　思わず顔が熱くなる。すっかり騙されていた。

「よくも、そんなことを……！」

　ロタリオは優しく頭を撫でた。

「すまなかった、早く君を溶かしたくて……感じて欲しかったんだ」

（では）

　あれほど乱れたのは、自分の中から出てきた快感だったのか、そう思うと再び顔が赤くなる。

「君の重荷を取りたかった。タイタンのために生きる君を裸にして、本当の気持ちを知りたかった」

　騙されていたことへの口惜しさと恥ずかしさで思わず彼の胸を叩いてしまった。

「馬鹿！　お前なんか」

　振り上げた拳の手首を掴まれる。

「嫌い？」

　彼の微笑みは甘くて、問いかけに言葉が詰まってしまった。

「私は好きだ、出会った時からずっと」

　灰色の瞳が自分をまっすぐ見つめる。

「君の気持ちも聞かせて」

　ロタリオの声が低くなった。恥ずかしさが咽喉の上まで来る。

「……以前、言ったでしょう」

「ベッドで、抱き合いながらね。あれはその場の勢いかもしれない。しっかり聞きたいんだ」

　胸が苦しい。口にするのが怖い。

（本当になってしまう）

　熱に浮かされた時に告白した言葉なら言い訳が出来る。

　今、真正面から告白したらもう取り消せない。

　自分で自分の気持ちを認めるのが怖い。

（彼はこの国の皇太子なのに）

　思わずロタリオから顔を背ける。大国ジャンドリアの皇太子であり将軍であるロタリオ。

　そんな男を愛していいのか。

（私は、もうタイタンの姫ですらないのに）

　父はタイタンの王、ということが自分の背骨だった。それすら無くなった自分はただの女だった。

　皇太子であるロタリオを愛しても、空しいのではないか。

「なにを考えているの？」

　アデレイドは勇気を出して彼の目を見返す。

「私は……ただの女です」

　彼の手がそっと頬を撫でる。

「どこかの商人の娘……貴族でも、神の子でもなかった。お前は内心おかしかったでしょう、偉そうにしていた私のことを」

「それは違う！」

　不意に強く抱きしめられる。

「君は強く優しい、タイタンの姫だ。私にとってそれは一生変わらない」

「でもお前はジャンドリアの」

　言いかけて口づけで塞がれる。

「君は私の姫だ。一生仕えよう。それでは駄目か？」

　彼の気持ちが温かくて涙が溢れる。

「それで、いいのですか？」

　ロタリオはこっくりと頷いた。アデレイドの頬を優しく撫でる、まるで宝石に触れるかのように。

「力強くて凛々しい君が好きなのだ。変わらないでおくれ、私のために」

　もうアデレイドは迷わなかった。彼に抱き着いて口づけを返す。

「私は……タイタンの誇りある女として、ロタリオを愛しています」

　もう迷わなかった。

　ロタリオのことを、そのまま愛している。

　奴隷でも、奴隷でなくとも。

「君は、私の初めての人だ。裸の私に出会い、愛してくれた」

　彼の声が低く響く。

「なにも持たぬ奴隷として君に出会った。生まれて初めて、皇太子としてではなく人と人として好きになることが出来た」

　灰色の瞳が潤んでいた。

「君は私を、なにも知らぬままただ憐れんで生かしてくれた。それがどれほど貴重な体験だったか分かるかい？　私の一生で一番大事な体験だ」

「私も……」

　アデレイドはロタリオを、ただ人として愛していた。

　タイタンしか知らぬ人間だったのに。

　この世界の外にも普通の人が生きている。

　髪や目の色が違っても、暖かい心を持っている。それを教えてくれたのはロタリオだった。

「お前のことを、男として好きになってしまった」

　どうして二人、心を通わせあったのだろう。どちらも重いものを背負っていたのに。

　あるいは、そうだから。

　生まれた時から運命に縛られていたから。

　一瞬自由になった時、その時魂が触れあったのかもしれない。

　そうなってしまったら、もう離れられない。

　体の繋がりだけではなく、心が繋がったのだから。

　その他のことは、全て余計な些事だった。

「愛している」

　ついにその言葉が口から出る。

　この世で一番大事な単語。

　自分の心を相手に明け渡す、完全降伏の瞬間だった。

「愛しているよ、アデレイド」

　同時にロタリオの門も開く。

　彼も真っ直ぐな気持ちを打ち明けてくれた。

（いや、最初から）

　ロタリオはずっと、愛していると言ってくれていた。

　それを信じなかったのは自分のせいだ。

「愛している、可愛い人」

　ロタリオは頬にキスをしながら声を降らせる。

「なんて綺麗な髪なんだ」

　彼の言葉が地面に吸い込む雨のように体に入ってくる。

「ああ、ああ……」

　肌が柔らかくなっていく、抱かれるための体に変化するようだ。

「脱いで」

　白い寝間着を脱がされた。すでに大きな乳房の先は痛いほど尖っている。

「もう感じているんだね」

　ロタリオの指がそこを摘まんだ。ほんの少しの刺激なのに、全身に快楽が走る。

「んああ……！」

　もう声を我慢しなくてもいい、思うまま感じていい──アデレイドはシーツの上で悶えた。

「気持ち、いいの……」

　乳首から乳房の上へと舌が這っていく。その感触すら心地いい。

「君を全部、愛したい」

　ロタリオは顔を上げて優しくアデレイドを見下ろすと、体を反転させる。真っ白な背中に黒髪が流れた。

「後ろまで美しい」

　背骨に沿って彼は舌を這わせた。うねうねと蠢く感触に陶酔する。

「気持ちいい……」

　背中の両脇にある羽根のような骨にロタリオは軽く歯を立てた。

「ああ、そこ……」

　固い感触はさらに快感を煽る。アデレイドが呻くと皮膚の上で骨が浮き上がった。

「君は骨も綺麗だ」

　彼の舌が骨に沿って動く。背骨に沿って下に移動する。

「ふあ……」

　腰の後ろに口づけをされ、軽く歯を立てられた。引き締まった腹がひくひくと痙攣する。

「ん……」

　彼の歯が尻の方まで移動した。彼に食べられているようだった。

「君の肌は美味しいよ……」

　ロタリオは自分を味わっている、それがアデレイドをさらに陶酔させる。

「開いて……」

　再び仰向けにされ、足を大きく開かされた。だがすぐ中央には触れず、まずつま先にキスをされる。

「綺麗だよ……」

　綺麗なはずがない。宮殿に籠っている姫とは違い、野山をかけているアデレイドの足は固い皮膚に覆われていた。その皮膚の上からロタリオは丹念にキスをする。

「恥ずかしい……」

　引っ込めようとする足をしっかり掴んで、ロタリオはさらに口づけを繰り返した。

「君の足は綺麗だ、山や畑を踏んで出来た体、それが全部好きなんだ」

　ロタリオは小さな足の指一本一本を口に含んで、舌で嘗め回す。未知の感触にアデレイドは驚いた。

「やっ、そこ……変……」

　温かい沼の中を歩いているようだった。いつの間にか力が抜け、彼に身を任せている。

「もっと、もっと感じさせてあげる」

　足の先から足首、膝の裏まで触れないところがないほどロタリオは丁寧にアデレイドの体を愛撫する。とうとう足の根元までたどり着いた頃にはもうとろとろに蕩けていた。

「やう……」

　そこはすでにふっくらと花開きかけていた。ロタリオは柔らかい舌を直接差し込んでくる。

「あ、いい……」

　桃色の花弁を丹念に舐められると体内からみるみる潤っていくのが分かった。たっぷりと溢れたそれを彼の唇がちゅっとすする。

「きゃう……」

　もう甘い声も我慢しなくていい。アデレイドは体を弓なりにして最初の小さな絶頂を迎えた。とろとろと垂れる蜜を彼の唇が啜る。

「ああ、気持ちいい……」

　うっとりと呟くアデレイドの表情をロタリオは愛おしそうに見つめていた。

「可愛いよ、もう、入れたくなった」

　近づいてくる彼の肉体はもう力強く起立していた。灰色の瞳は欲望で揺れている。

「私にも、触らせて──」

　男の徴はよく見ると先端が艶やかで、柔らかそうだった。ロタリオの感じるところを、よく知りたい。

「いいのかい……？」

　ロタリオは躊躇っていた。その引き締まった腰を自分の方へ引き寄せる。

「私が、触りたいの……」

　彼は嬉しそうに微笑んで、男の徴を目の前に差し出した。先端が桃色のそれを、アデレイドはそっと掌に乗せる。

「ああ……気持ちいいよ……」

　少し湿っていて、ぴくぴくと動いている。他の生き物がくっついているようだ。

「そのまま、前後に擦って……」

　優しく手の中に包むと、擦りだす。するとぴくぴくと蠢きだした。

「こんな、ものだったの」

　散々自分の中で暴れまわったものが、子兎ほどの大きさなことに驚いた。

「まるで蛇のようだったのに」

　強く握ると、先端の窪みから透明な露が溢れてきた。

「それを、先端に塗り付けて……」

　言われるまま、丸い頭を指先で撫でると彼の吐息がさらに甘くなる。

「ああ……そこが、気持ちいいんだよ、とても……」

　アデレイドは思い切ってそこに口づけをした。

「あ、駄目だよ……」

　ロタリオは腰を引いた。だがアデレイドは彼の腰を引き寄せる。

「やっと分かった、お前はこれをしていたのでしょう。一番感じるところに口づけて、感じさせた」

　自分の体の中にあった快楽の芯、それが男性のこれなのだろう。

　胸がどきどきしていた。あることをしたくてたまらない。

「……私も、口で、やってみたい、お前を感じさせたいの」

「よせ、汚いから……」

　ロタリオは逃げようとする。その腰を掴んでさらに引き寄せた。

「汚くない、お前の体だから」

　彼の唇から感に堪えたようなため息が漏れた。

「……嬉しいよ」

　思い切って先端を口に含む。それは弾力のある感触で、少し塩気がする。

「ん……」

　口の中が彼で一杯になる。それは不思議な感触だった。舌の粘膜で彼の一番敏感な場所に触れている──それだけで陶酔する。

　先端の丸い部分をちろちろと舐めていると、口の中のものがぴくぴくと蠢きだした。それに合わせてロタリオの呼吸も荒くなる。

（彼も、感じている）

　そう思うと、不思議に自分の体も熱くなった。

「あ、そんなに……舌を、動かさないで……！　出てしまう」

　ロタリオは強引にアデレイドの唇から自らを引き抜いた。

「君が私のものを咥えている、その顔だけで達してしまいそうだ」

　自分を見下ろすロタリオの表情はとろりと蕩けていた。自分がこんな顔にした──そう思うと胸が熱くなる。

　そのまま仰向けに押し倒される。アデレイドの体は熱を持って疼いている。開かれるのではなく、自ら足を開いた。

「来て……」

　ロタリオは愛おしむようにアデレイドを見つめながら体を重ねてきた。その腰を包むように足を絡める。

（欲しい）

　彼への欲望をはっきり自覚する。初めて彼を自分から迎え入れた。たっぷりと濡れた中に太いものが入ってくる。

「入るよ……」

　押し広げられる仕草、何度もしているのに今夜はひときわはっきりと感じる。

「ふああ……」

　ずずっと一気に奥まで刺し貫かれる。気が遠くなるほど気持ちいい。

「感じる……お前を」

　ロタリオの肩を抱き寄せ、耳元で囁くと彼の声も甘く濡れた。

「君の……柔らかい肉に、包まれている……濡れていて、溶けてしまいそうだ」

　彼の頭を引き寄せて口づけをする。体の上も下も繋がっていた。

「んむ……」

　繋がったまま口づけをされ、胸を揉まれた。全身で彼を感じている。

「君の上も、下も全部感じている、私の宝物……」

　彼の言葉にアデレイドの全身が反応する。自分の中にある彼の鼓動が伝わってくる。

（もっと、もっと）

　もっと深く入れたいのに、これ以上奥へ入らない。欲望が止まらなかった。

「お前を全部、感じたい……私の全てで」

　下半身だけではなく、口でも指先でも、全部の皮膚を使って彼を知りたかった。

「もっと、キスをして……」

　足を上げて彼の胴をさらにしっかり掴み、口づけをする。彼からも深く舌が入ってきた。

「んむ……んん……」

　舌が口の中で暴れまわる、粘膜が擦れあって、それが心地いい。

「君は、歯も綺麗だ」

　ロタリオはアデレイドのしっかりとした歯を一本一本舐めた。不思議な感触にうっとりとしてしまう。

「気持ち、いい……」

　頬を紅潮させてロタリオを見つめている黒い瞳は、内に炎を宿しているかのように瞬いていた。

「綺麗だ……私の、宝物……」

　深く、何度も穿たれると体内が熱く燃え滾る。彼のものに絡みついて、奥へ引き込む動きになる。

「駄目だ、もう、出てしまう……君の中に、入れていいかい」

「ええ……」

　もう恐怖は無かった。それどころか、放出への期待に身の内が震える。

「私を……受け止めて……全部、入れてあげる」

　ロタリオの声が低くかすれた。

「ああ、お前のものが……動いている……」

　彼の逞しいものが自分の最奥でぐぐっと膨らむのが分かった。破裂の予感にアデレイドは身構える。

「うっ、ううっ……！」

　ロタリオは自分の腰を強く掴んだまま痙攣した。中に大量の精が注がれる、その感触で自分も再び激しく痙攣する。

「あ、あ……」

　全身がかあっと熱くなって、びくっと震えるのが分かる。絶頂の痺れに全身が覆われた。一番感じるところに熱いものが直接かかる感触に気が遠くなる。

「出てしまった……気持ちいい……」

　放出が終わってもロタリオは余韻の中、アデレイドを抱きしめていた。中のものはまだぴくぴくと蠢いているようだ。

「まだ、君を欲しがっている」

　体内の隆起は力強いままだった。アデレイドは自らの足を彼の腰に絡みつける。

「私も、もっとお前が欲しい……」

　体内の疼きは収まるどころか、さらに増している。魔法をかけられたようだ。

（お前に囚われている）

　淫印は嘘だったが、そんなものはなくても自分は彼に魅了されていた。

　もうその欲望を隠さなくてもいい。

　繋がったまま体を起こし、彼にまたがる形になる。体内から精と蜜の混じりあった粘液がとろりと落ちてきた。

「お前を、もっと中で味わいたい」

　アデレイドは自ら腰を上下させた。体内の肉棒に擦られて淫肉が喜んでいる。

「凄い……そんなことされたら……また気持ちよくなってきたよ……」

　ロタリオの美しい顔が快楽に歪む。それが自分の快楽をさらに深くした。

　彼は長い腕を伸ばして自分の胸を鷲掴みにした。揺れる乳房を荒々しく揉まれ、気が遠くなる。

「あ、いい……そこ……」

　繋がりながら乳首を刺激されると蜜壺がきゅうっと収縮する、それは今までの経験で教えられたことだった。

「君の中が……また、動き出した……まだ、欲しいんだね」

　もう気持ちを隠す必要はなかった。アデレイドは夢中で頷く。

「そう……もっと、欲しいの……深く、深く……」

　ロタリオは夢中でアデレイドの体を刺激した。下からずん、と突き上げられると柔らかくなった肉がじいんと感じる。

「ここが、いいの……」

　自ら腰を動かして一番いいところを彼に差し出す。ロタリオはアデレイドの手を握りしめたまま何度もそこを攻撃した。

「あ、いい……先端が、当たって……おかしくなるっ……！」

　体内の感じるところを激しく刺激され、そこがどんどん固くなっていった。

「感じる、感じるの……」

　ロタリオの先端がごりごりとそこを責める。アデレイドの肉体は彼の動きに合わせてしなやかに揺れた。

「ああ、いくっ……！」

　アデレイドは彼の手を強く握りしめたまま絶頂を迎えた。熱く蕩けた筒がとろとろと溶ける。

「あっ……駄目だ、私も、我慢できないっ……」

　驚いたことにアデレイドが達した瞬間、同時にロタリオが再び射精をした。自分の体内で蜜と精が混じりあう。

「君が良すぎて……我慢できなかった」

　灰色の目が潤んでいた。二人の視線が絡みあう。

「私も……今までで一番、良かった」

　体と心が同時に繋がった、そんな感触がある。

「幸せだ、君とこうしていると……」

　二人はしばらく抱き合っていた。体内にはまだ彼のものが刺さっている。

「お前が中にいるだけで……気持ちいい」

　激しく擦られる感触もいいが、ただ中に留まっているだけでも心地いい。

　彼の鼓動が、直接伝わって来る。

「ずっと勃ててられたらいいのに」

　ロタリオがぽつんとそんなことを言ったので思わず吹き出してしまった。

「それでは病気になるだろう」

「でも、いつでも君と繋がれる」

　アデレイドは緩やかに腰を回しだした。

「繋がってなくても……この感触は忘れない。いつもお前が、私の中にいる」

　奥まで入っているものを絞るように体内を動かす。もうアデレイドはそんなことまで出来るようになっていた。長い黒髪が汗ばんだ肌に張り付き、美しい模様のようになる。アデレイドの形のいい唇から絶え間なく吐息が漏れていた。

「うっ……駄目だよ、そんないやらしいことをしたら……また、固くなる……！」

　二つの体はまたゆるやかに蠢きだした。熱い息、汗ばむ肌──二人の体が、一つになる。

「ああ、また……」

　ロタリオはアデレイドの体内を楽しみむかのように、前後に動かさずずっと密着していた。それなのに中がどんどん熱くなる。彼に触れているだけで、感じてしまう。

「凄く、いい……」

　アデレイドがそう呟くと、ロタリオの舌が耳朶を舐める。

「私も……勝手にいってしまいそう」

　彼の形のいい唇から吐き出される息は熱い。それを吸い込むと自分にもその熱が伝わってくる。

　ロタリオはアデレイドの背中に手を回すと背骨をなぞった。そんな仕草にもさらに感じてしまう。

「あ、あ……そこ……」

　長い指が背骨から尻の上に到達すると、そこから快楽が拡がった。ずっと快楽の中にいて、もう我慢できない。

「いきたい……もう、駄目っ」

　アデレイドは彼の体を下にすると、跨る形になる。まだ起立している男根を擦るように腰を動かす。

「熱い……止まらない……あ、ああ、こ、こんなのって……！」

　自分の胴の上で胸が揺れている。それを恥ずかしいと思う余裕もなかった。

「綺麗だ、君の体」

　ロタリオは腕を伸ばして乳房を掴み、先端の膨らみを指で摘まむ。両方の膨らみを刺激されて気が遠くなる。

「あ、いく、また、いく……」

「私も、もう、出そうだよ……一緒に、行こう」

　アデレイドが彼の上で硬直すると、中のものも大きく膨らんで破裂した。絶頂の波が二人を同時に包んだ。繋がった場所がひくひくと蠢いてさらに二人を密着させる。お互いの蜜が二人の間を満たしていた。

「あ、はあ……」

　アデレイドはロタリオの腹に手を置いてしばらく硬直していた。ようやく波が収まって彼の上に倒れ込む。

「ああ、また、いってしまった……」

「私もだ、何度もしてしまう……」

　ロタリオはアデレイドを体の上に乗せたまま笑い、その振動が伝わってきた。たっぷりと快楽を貪って、ようやく二人は子供のように眠りについた。久しぶりの深い眠りだった。







四 別れ








　新緑の季節の山は、一番美しい。

　アデレイドはロタリオと小隊と共に、タイタンに帰ってきた。

「……ここです」

　崖の下、大きな岩に覆われたトンネルを指示した。

「どうやって入ればいい？　この岩はちっとやそっとでは動きそうにない」

　ロタリオが訪ねると、アデレイドはしゃがみ込んである石を指し示す。

「こうやるのです」

　岩の周りにある小石をいくつか外すと、揺るがないと思われた岩山ががらがらと崩れだした。後ろに人一人通れるほどの穴が空いた。以前、一度だけ教えられた入り方だった。

「この岩はある一か所を外せば崩れるようになっているのです。通った後後ろから石を積み上げれば元に戻る」

「なるほど、こういう仕組みになっていたのか」

　細いトンネルを抜けると、ぽっかりと開けた場所に出た。谷間に陽光が差し込んでいる。

「あそこだ」

　谷の奥に小さな神殿があった。タイタンの王、エスタルと残りの民はあそこにいるはずだ。

「ありがとう、君はここでいいよ」

　ロタリオはアデレイドを後ろに下げようとした。だが彼女の体は動かない。

　アデレイドは以前タイタンで身に着けていた銀色の鎧を着ていた。ロタリオも金色に光る胴当てを身に着けている。

「私も、父に会う」

　すでに血の繋がりはないと知っている男のことをアデレイドはまだ『父』と呼んでいた。その表情は強い姫騎士のものだった。

「無理をするな。きっと君は傷つく。彼のことを信じていたんだろう」

　ロタリオはアデレイドを心配そうに見つめた。ここに自分が来ることも反対していた。『入る方法を教えてくれるだけでいい』そう言っていた。

　それを押し切って、直接やってきたのは自分のためだった。

「私の中にはまだ葛藤がある。タイタンと、父への愛着です」

　はっきり認めた、自分の迷いを。

「だから父に会わなければならない。自分の気持ちにけりをつけるために」

　アデレイドは真剣な顔でロタリオを見つめる。

「大丈夫です、お前が側にいれば……傷ついても、平気です」

　ロタリオはそれを聞くと彼女の手を強く握った。

「……分かった、君のことは私が守る」

　二人は小隊を引き連れ神殿に向かった。

　木造の小さな神殿には見張りもいなかった。扉の閂を兵士が壊し、分厚い扉が開いた。

「……父上」

　目の前の神殿には十数人の民がいた。皆まともに食べていないのかやつれている。いつも父の側にいた神官の五人もいた。タロッドの話では彼らが強盗団だ。

　その中央でアデレイドの父だった男、エスタルは一心に祈っていた。白い質素な司祭用の服を着ている。その後ろに五人の神官、さらにその後ろに十数人の民たちがしゃがんでいた。

「お父様」

　娘の声にも彼は振り向かない。

「祈りの邪魔をするな。今タイタンをお救いくださるよう神に願っているのだ」

　父は顔を上げず、低い声で返答した。

　アデレイドはたまらずエスタルの側に駆け寄った。ロタリオと兵士たちはそれ以上進まず、息を呑んでそれを見守っている。

「もう止めてください。どれほど祈ってもパンも金もやってこない。今まであなたが他の村を襲撃して奪っていたのでしょう」

　自分の話を聞いてタイタンの民たちが動揺していた。

「襲撃……？」

「祈っていれば、朝パンが現れるのではないのか」

「姫様、どうしてそんなことを言うのですか」

　エスタルがようやくこちらを振り向いた。

「アデレイド、それは誰から聞いたのだ」

「タロッドからです」

　彼の名前を聞いて民たちはさらにざわめいた。

「タロッド様が？」

「では、本当なのか」

　おろおろしている皆とは対照的に、エスタルは落ち着いていた。

「そうか、分かったぞ」

　父はこちらへ一歩踏み出す。

「タロッドは悪魔に魅入られたのだ」

　思いもよらぬ言葉にアデレイドは思わずたじろぐ。

「なんですって……」

「悪魔はタイタンを手に入れたいのだ、だからタロッドや他の民を堕落させ、ここを奪おうとしている」

　頭がぐらりとした。父は、エスタルは自分が思っているよりずっと周到だった。自分が本当のことを知ることすら予見して、どう言い返すか準備していたのだろう。

「馬鹿なことを言わないでください、悪魔など見ませんでした……」

　必死に抗弁する、だが父はびくともしない。

「悪魔が姿を見せるはずがない。彼らは人間に姿を変え、堕落させるのだ。ジャンドリアに連れていかれたタイタンの民はきっと贅沢な生活を覚えたのだろう。彼らはもう堕落した。天国へは行けまい」

　呼吸が急に苦しくなってきた。嘘だと分かっている、だが幼い頃から教え込まれた信仰はすぐに取り去れなかった。

（地獄など）

　ない、と言い切れなかった。快楽に溺れれば死後永遠の苦痛を味わう。タイタンで清い生活を送ったものだけが天国へ行ける──それは知識ではなく、信仰だった。それに逆らうことは大いなる恐怖だった。

（負けない）

　自分の恐怖に打ち勝たなければならない。信じるのは神ではなく自分の感覚、自分の思いだった。

「私は……父上の、本当の子供ではないのでしょう？」

　とうとう言ってしまった、胸が激しく打つ。

「タロッドから聞きました。私は本当の子供ではない、旅の商人を襲って奪った赤ん坊だと……それは本当なのですか？」

　エスタルは自分の娘だった女をじっと見つめた。

「お前はそれを信じるのか？　タロッドはすでに悪魔に魅入られているのだぞ」

　苦しい、確かにどちらの言葉にも証拠はないのだ。

「私はお前を、同じ信仰を持ったお前の母と作った。母は出血が多く死んでしまったが、私はお前を神の子として育てたのだ。私とタロッド、どちらを信じるのだ」

　体が動かない、血の気が引いていく。

（私は）

「まだ、間に合うぞ」

　エスタルは娘の肩を引き寄せ、耳に口を寄せて囁いた。

「後ろにいる裏切者を殺せ、そうすればお前は天国へ行ける」

「えっ……」

　父を遠ざけようとするが、しっかりと肩を掴まれ動けない。

「分かっている、彼に犯されたのだろう。あの男はタイタンにいるころからお前を汚らわしい目で見ていた」

　体が熱くなった。男女の関係になったことを悟られているのだ。

「お前を汚し、地獄に堕とそうとしている悪魔だ。彼を殺せ、そうすればお前は天国へ行ける」

　父の、エスタルの声は真剣だった。嘘の響きはない、以前と同じように。

　世界が反転する。

　どちらを信じればいいのか。

（地獄に行く）

　それは本能的な恐怖だった。子供の頃から教え込まれた教えは、想像以上に強くアデレイドの頭に沁み込んでいる。

「アデレイド、お前は一人ではない。ロタリオを殺せばここにいる全員が殺されるだろう。それでいい、皆で天国へ行こう」

「天国へ……」







　アデレイドとエスタルが向き合っている時、ロタリオは黙ってそれを見つめていた。

「陛下」

　背後から隊長が声をかけた。

「アデレイド様は大丈夫でしょうか。父親に取り込まれるのでは……」

　ロタリオの美しい額に皺が寄っていた。だが彼は組んだ腕をほどこうとはしない。

「……彼女の意思に任せる」

　それはここに来る前から彼が決めていたことだった。

「わたしはアデレイドを信じる。彼女が出した結論に従う」

　その時、アデレイドが腰の短剣に手をかけた。兵士たちが一斉に緊張する。

（アデレイド）

　ロタリオも背筋が寒くなった。彼女が一瞬、こちらを向いたからだ。

（エスタルをまだ信じているのか？）

　あの男がなにか娘に囁いているのは分かった。きっと自分たちを悪魔だと言っているのだろう。

　もし、それをアデレイドが信じたら。

　彼女の刃は、自分に向けられるだろう。

　それでも彼は、自分が愛した女性を信じた。そう決めたのだった。

（私の愛は、信仰に勝てるのか？）







「父上……」

　アデレイドの黒い瞳から、一筋涙が零れた。それを見たエスタルは優しく抱き寄せる。

「いいのだよ、アデレイド、間違いを犯したとしても私は許そう。今から正しい生き方をするのだ」

　アデレイドは父の体をしっかりと抱きしめた。

「父上、ありがとうございます」

　次の瞬間、アデレイドはエスタルの腕を掴むと彼の体を反転させ、床に押し付けると首筋に抜いた短剣をつきつける。

「動くな！」

　エスタルが息を呑む気配がした。もがこうとする体を膝で押さえつける。

「姫様?!　なにをなさるのです！」

　タイタンの民たちは一斉に悲鳴を上げ、何人かはアデレイドを止めようとこちらへ近づいてきた。そこへジャンドリアの兵士たちが走り寄って彼らを捉える。

「乱暴にしないでくれ、皆弱っている」

　アデレイドの言うとおりだった。碌に食事を取っていなかった彼らは縄で縛る必要もないほど弱々しい。兵士たちにかこまれて神官と民たちはその場に座らされた。

「アデレイド、お前は……」

　地面に押し付けられながらまだエスタルは力を失っていなかった。

「地獄に落ちるぞ！　それでもいいのか。男に汚された売女になるつもりか」

　罵られてもアデレイドは冷静だった。

「父上、あなたは民を飢えさせても自分だけ食べていましたね。体がやつれていない、抱き合って分かりました」

　引き立てられているタイタンの民たちがぎょっと振り向いた。

「なんだって」

「エスタル様も私たちと一緒に飢えに耐えて祈っていると思っていたのに」

　エスタルは絶句していた。図星だったのだ。アデレイドはジャンドリアの兵士たちに向って叫ぶ。

「誰か、祭壇の裏を調べなさい」

「やめろ、異教徒の手で触るな……！」

　王の抗議も聞かずジャンドリアの兵士たちは神の像が祭ってある木製の小さな小屋のような祭壇を動かして後ろを探った。

「なんだ、これは」

　兵士たちは次々に袋を取り出した。その中にはパンや干し肉が大量に入っていた。

「こ、こんなものも」

　さらに大きく、重い袋が出てきた。中身をぶちまけると金貨や宝飾品が小山のようになった。五人の神官たちは慌てて兵士たちの囲いから抜け出し逃げ出そうとしたがすぐジャンドリアの兵士に捉えられ、縄でしっかりと縛られた。

「これは」

　ロタリオが思わず駆け寄る。それは近隣の村や旅人を襲い、略奪した財宝だった。

「どういうことですか、姫様……」

　タイタンの民の一人、老婦人がおろおろとアデレイドに目を向けた。皺の中の目が衝撃で潤んでいる。アデレイドは彼らの前に跪いた。

「皆、すまない。タイタンは人のものを奪って成り立っていた国だった。私はそれに気づけなかった──いや、うすうす気づいていた、なにもないところからパンや肉が出てくるはずがない」

　エスタルもタイタンの民も、黙りこくっていた。アデレイドの声だけが神殿に響く。

「間違いは正さなければならない。タイタンは──父の国はもう終わりだ。皆いったんジャンドリアへ移ってください。タロッドたちが暮らしている。もう一度、正しい生き方をして、ふたたびここに戻ってきましょう」

　その時、老婦人が悲鳴のような声を上げた。

「皆、生きているのですか、トドリもホーラも？　てっきりジャンドリアに連れていかれて殺されるか、奴隷にされたと思ったのに」

　老婦人はおいおいと泣き出した。アデレイドは思い出した、あの痩せていた男の子が彼女の孫だった。

「そうだ、お前の孫も元気だぞ。沢山食べてよく太っている」

　そう言うと彼女はさらに激しく泣き出した。

「おお、神様……子供も孫も殺されて、もう天国へいくしかないと思っていたのに……ああ……」

　アデレイドはエスタルを抑え込んだまま微笑む。

「お前も早くジャンドリアへ行くといい。皆タイタンと同じような生活をしている。一緒に暮らして、いつかまたタイタンへ戻ってこよう」

　自分の体の下でエスタルが呻いた。

「タイタンは、私のものだ……私が一から作り上げた、渡さんぞ……！」

　アデレイドは彼の首に強く短剣を押し当てた。

「違う、タイタンを作り上げたのは民の力です。彼らが畑を耕し家畜を飼っていた。我々は彼らの上に乗っていただけです──始まりがなんであれ、もうタイタンは皆の故郷になっている。私はあそこを皆に返したいだけなのです」

　アデレイドは静かに父に──父だった男に告げた。その言葉を聞いたタイタンの民は一斉に泣き出した。

「姫様が我々にタイタンを返してくださると」

「もう戻れないと思っていたのに」

「ああ、ありがとうございます……！」

　もうエスタルはなにも言わなかった。押さえつけている体が一回り小さくなったようだった。







　アデレイドとロタリオはタイタンの人間と共にジャンドリアに帰ってきた。もちろんエスタルはすぐ牢屋に入れられる。

「お祖母ちゃん！」

　ジャンドリアの宮殿内で暮らしていた老婦人の孫は彼女を見たとたん笑顔で飛びついた。老婦人はその場にしゃがみ込み泣き崩れる。十数人の民はすでに宮殿内で暮らしていた家族と一緒に過ごすことになった。

　だがエスタルの側にいた神官たちは強盗に関わっていた。タロッドの証言で彼らは全員牢屋入れられ、裁きを待っている。

「彼らがそんなことをしていたなんて……」

　神官たちの取り調べ内容を聞いて思わずアデレイドは呟いた。彼らは自分もよく知っている人間だった。それなのにまったく気づかなかったのだ。貧しい生活を送っていた民とは対照的に、彼らは贅沢な食事を取り酒を飲んでいた。他の街へいって女を買うことすらしていたのだ。

「仕方ない、彼らが一枚上手だったのだ、君のせいではない」

　アデレイドはロタリオの部屋にいた。身に着けているのは白い寝間着で寝台に腰かけている。ロタリオも部屋用のゆるやかなシャツを身に着けていた。

「私は、いつ捕らえられるのですか」

　突然そんなことを言われてロタリオは目を丸くした。

「捕える？　なんの罪で」

「私は強盗の国タイタンの姫だった人間です。なにも知らなかったとはいえ、罪は免れまい。死刑はされなくとも鞭打ちか、あるいは牢屋で何年も過ごすか」

　アデレイドは俯きながら尋ねた。これほどの事件を起こした国の、姫なのだから。

「待ってくれ、私はそんなことは考えていない」

　ロタリオはアデレイドの肩を掴んだ。

「君は誘拐され育てられた被害者じゃないか。そんな人間がどうして罰を受けなければならないんだ」

「でも……」

　アデレイドが苦し気な表情のまま顔を上げると、突然強く抱きしめられた。

「私の側から離れるのは許さない、これは皇太子の命令だ」

　アデレイドは彼の肩に頭を乗せる。

「私はお前の奴隷ということですか」

　彼の手が頭を撫でる。

「それで楽になるのなら、それでいい。私は君を一生縛るよ、愛の縄で」

　ロタリオは苦し気に告げる。自分の重荷を一緒に背負う覚悟の表情だった。アデレイドはもう逆らわなかった。

（私はロタリオの囚人になる）

　自分は皇太子の妾になるのだろう。屋敷を与えられ、豪華なドレスを着せられ──それは美しい囚人だった。

（仕方がない）

　やがてロタリオは正式な妻を娶り、自分は日陰の身だ。嫉妬することすら許されない。

（仕方がないんだわ）

　愛し愛され、二人で生きていく未来は自分にはない。

（これが私の罪）

　タイタンの罪を自分は一生かけて償っていかなくてはならない。

　アデレイドは静かに覚悟を決めた。







　タイタンの王、エスタルは強盗団の五人と共に縛り首になった。強盗だけではなく村や旅人を襲撃した時に何人も殺していたからだ。

　処刑の日、アデレイドは自分に与えられた小さな部屋に籠って祈りを捧げていた。服装も質素な麻のドレスだった。

「アデレイド、ここにいたのか」

　美しい礼服に身を包んだロタリオが入ってきた。

「あんな男でも父です。歓声を上げる気にはならない」

　窓からかすかにジャンドリアの民たちの怒号が聞こえてきた。自分たちの村を襲われていたのだから当たり前だ。

「無理に聞く必要はない。君のせいではないのだから」

　ロタリオは分厚いカーテンを閉めるとアデレイドを引き寄せた。

「ロタリオ……早く、私の処遇を決めてください」

「処遇？」

　彼は怪訝な声を出した。

「私はどこに住めばいい？　出来れば宮殿から離れたところがいい。タイタンの近くに小さな家を作ってくれれば」

「な、なにを言っているんだ」

　慌てて彼はアデレイドの顔を覗き込んだ。

「どうして宮殿を出て行くんだ？　そんなことをしたらすぐ会えないじゃないか」

「だって……」

　堪えようと思っていた涙が溢れてきた。

「お前はいつか、正妃を娶るのでしょう？　その時その場にいたくない。妾になるのは覚悟しているが、他の人に微笑んでいるお前を見たらきっと嫉妬してしまう」

　言ってしまった、嫌われるかもしれない。

「自分がこんな女だと思わなかった。許して頂戴──嫌いになりましたか？」

　ロタリオは突然アデレイドを抱きしめた。

「……もう少し後で言おうと思っていたんだ」

「なにを？」

　一旦体を離すとロタリオは目の前に跪く。

「私と結婚して欲しい、タイタンの姫、アデレイドよ」

　頭がぐらりとした。彼はなにを言っているのだ？

「どういう意味ですか？」

「どうって……そのままの意味だよ。私と結婚して、妻になって欲しい。他の女など作らないから心配しなくていい」

　思いもよらぬ申し出にアデレイドはおろおろするしか出来なかった。

「わ、私は姫ではない、エスタルが旅の商人から誘拐した子供です。どこの誰かも分からん……」

　ロタリオはアデレイドの言葉を途中で制した。

「君の身元は分かった。ジャンドリアの商家を一軒一軒調べて、十八年前行方不明になった商人を見つけた。都の大きな商家の子供だったんだ。君はそこの子供なんだよ」

　想像もしなかった話だった。自分に、血の繋がった家族がいる？

「どこの誰なんですか、会いたい、すぐ連れて行って頂戴！」

　詰め寄るアデレイドにロタリオは苦笑いした。

「もちろん会わせるつもりだが……その前に私の申し出の答えをくれないか」

　思わず口ごもる。

「あの……でも、私は商人の子なのでしょう？　貴族ではない。それにジャンドリアの中にはタイタンを恨んでいる者もいるでしょう。そこの女が皇太子の妻になっては」

　ロタリオはアデレイドの手を取った。

「もちろん簡単な道ではない。だが障害物は全部私が取り除く。君は私についてきてくれればいいんだ」

　灰色の瞳が自分をまっすぐ見つめていた。それは迷いのない視線だった。

（ロタリオ）

　呼吸が苦しくなる。彼の愛が大きすぎて、受け止めきれるだろうか。

「私は……」

　うつむく顔を指で持ち上げられた。

「私はもう、君以外目に入らないんだ。魔法にかけられたようだ」

　思わず吹き出してしまった。嘘の魔導術をかけたのはロタリオの方なのに。

「私だって……」

　ロタリオ以外愛せない。

　そんなこと、もう分かっていた。

「お前のかけた術が、解けないのです……きっと、一生」

　アデレイドの頬が赤く染まり、彼の顔が一気にほころぶ。

「私は魔導士の素質があったのだな。こんなに強く術にかかるとは」

「もう……！」

　アデレイドは彼に抱き着いた。長い腕が強く抱きしめる。

「一生私から離れないでくれ……どこかへいくなんて許さない」

（ああ）

　自分はまだロタリオに縛られている。

　これは一生解けない縄だ。

（私は彼の囚人）

　それは不思議に甘やかな感覚だった。







五 皇太子の妻








　タイタンはジャンドリアの州のひとつとなり、昔の住民は再び戻ることになった。

「姫様」

　出発の時、タロッドがやってきた。彼はこれからタイタンの民を率いていく。

「タロッド、お前がいてくれて良かった。皆を頼みますよ」

　彼の目には涙が浮かんでいる。

「姫様……お綺麗になられて……」

　アデレイドは真っ白な麻に赤い糸で刺繍を施した愛らしいドレスを着ていた。その色は彼女の黒髪によく映える。

「あんまり褒めないで、まだドレスには慣れないの」

　ロタリオがアデレイドとの結婚を貴族たちに提案した時、もちろん反対意見があった。

『ジャンドリアを襲っていた国の女だ！』

『誘拐されたとはいえ、元は商人ではないですか』

　抗議する貴族の一人一人をロタリオは辛抱強く説得した。

『私はアデレイドしか愛せないのだ。このまま私の子が出来なくてもいいのか』

　結局はその言葉に皆折れるしかなかったのだった。

「結婚までは私も女らしくしないと」

　ドレスもなにも持っていない自分のためにロタリオは連日仕立て屋を送り込んでくる。自分は服を着るための人形になった気分だった。そして、そんな自分がそれほど嫌ではない。

　ロタリオのために装う、その行為が楽しいのだと思う。

「きっと、お幸せになります」

　そう言ってタロッドはタイタンへ発っていった。

　そして明るい春の日に、ロタリオとアデレイドの婚礼が行われた。

「おお……」

　ロタリオが渾身の力で磨き上げたアデレイドが初めて皆の前に現れた時、神殿を埋め尽くした貴族や他国の貴賓客たちは声を上げた。まるで女神のように美しかったからだ。

　少し濃いめの黄金色の絹をふんだんに使ったドレスはアデレイドの豊かな胸元を彩っている。細く絞った腰から後ろへ床を引きずるほどの裾が流れていた。

　胸元には大きな紅玉石を飾ったネックレス、黒髪は高く結い上げられて生の花が差し込まれていた。

　なにより、少し頬を染めてロタリオを見つめるアデレイドの表情は天使のようだった。

（ロタリオ）

　神殿の前に、彼が待っている。彼も美しい白地に金糸の刺繍を施した礼服を見につけている。

　その灰色の瞳に自分が映っている──それだけで胸が一杯になって、目の縁が熱くなった。

　その様子を見た貴族たちの中には自分の目元を抑える者もいる。

「なんて純粋な愛だろう」

「あの二人なら大丈夫かもしれない」

　自分を包む空気が変わっていくのを感じる。ゆっくりと包み込むような、温かい雰囲気だった。

（良かった）

　ようやくロタリオの元にたどり着くと、彼の目にもうっすらと涙が浮かんでいる。

「良かったな、皆君に感激しているようだ」

　ロタリオも自分と同じ感触を持ったことが嬉しかった。

「ほっとした、本当に私はお前の妻になれるのですね」

　彼は一度だけ頷いた。

「もちろんだ、これからなにがあっても私が守るよ」

　大勢が見守る中、二人は誓いの口づけを交わしたのだった。







　宮殿の大広間では、もう三日も宴会が続いている。

　それを聞きながらアデレイドとロタリオはそっと広間を抜け出した。

「これは、いつ終わるか分かりませんね」

　久しぶりに集まった貴族や他国の貴賓たちは積もる話が尽きなかった。領地の話、貿易の話──皆浴びるようにワインを飲み、食事を喰らっていた。

　ロタリオもアデレイドも出来るだけ付き合うつもりだったが、もう限界だった。

（早く、二人きりになりたい）

　二人の気持ちは一緒だった。

　同時にロタリオの部屋に入る、そして強く抱き合った。

「ああ……」

　ロタリオの手が性急にドレスの紐を解いていく。重いドレスやきつい下着が体から落ちていった。

（やっと、自分になれた）

　美しく着飾ることも、体の手入れをすることも慣れてきた。でも、どこかで『自分ではない』という感じがした。

　なにも飾らず、自分のままでいる、それが一番しっくり来る。

「君は、なにも身に着けていなくても綺麗だ」

　ロタリオもそう思ってくれている。

「タイタンで初めて出会った時、女神のようだった、本当だよ」

　アデレイドはその時、ずっと気にかかっていたことを彼に尋ねた。

「どうして皇太子のお前が、あんな危険なことをしたの？　タイタンに侵入して殺されるかもしれなかったのに」

　すると彼の表情がふっと曇る。

「私は、一人だった。味方がいなかったんだ」

　ロタリオの父も母も早く死に、ロタリオが二十歳になるまでジャンドリアの政治は元老院によって行われていた。

「彼らは私が次期皇帝にふさわしいか、常に監視していた。少しでも隙があれば引きずりおろそうとしていた。私はその環境に疲れてしまったんだ。そんな時、タイタンの話を聞いた」

　山奥に密かに暮らす盗賊団──そこに侵入し、場所を探る計画が立てられた。

「私は自ら立候補した。なにも出来ないと思っている人間たちに自分の力を示したかったし、どこか──自分のことを誰も知らないところに行ってみたかった」

　無謀に思えるかもしれない。だがアデレイドは彼の気持ちがなんとなく分かった。

（どこか、知らない場所に行きたい）

　自分もタイタンしか知らなかった時があった。自分の国は好きだが、外の世界への気持ちがだんだん膨らんでいく──そんな時期だった。

　その時、彼と出会った。見たこともない髪と瞳の色。

（国の外にも世界がある）

　二人出会った時、なにかが生まれた。心が繋がりあったのだ。

「行ってよかった。もし他の人間だったらタイタンはただ滅ぼされていただろう」

　たとえ出発は間違っていても、二十年続いてきた人々の生活があった。それを守ってくれたのはロタリオの力だった。

「ありがとう……お前が来てくれて、良かった」

　彼はアデレイドの腰を愛おしそうに引き寄せた。

「君と出会えてよかった、神からの贈り物だ」

　二人は口づけをしながら寝台の中に潜り込む。

「あ……いい……」

　鎖骨の上にキスをされるだけで肌が燃え上がった。

　父の処刑前からずっと抱かれていなかった。ロタリオは自分の気持ちを考えて謹んでくれていたのだ。

　悲しみも悩みも、今は薄れている。

　彼のことだけ考えていられた。

「綺麗だよ……」

　ロタリオはアデレイドの大きな胸を揉みながら口づけを繰り返した。長い舌が口の中すみずみまで探る。

「んん……」

　アデレイドもその動きに応える。二人の舌が絡みあう動きが淫靡で、それだけで官能が湧き上がってくる。

「はあ、あ……」

　彼の指が乳首を摘まみ、優しくひねる。快感がさらに膨れ上がって、全身を包む。

「あ、感じる……そこが、いいっ……！」

　もう、自分の気持ちを隠さなくてもいい、感じてもいいのだ──アデレイドの肉体はさらに敏感になる。

「乳首が、桃色で可愛いよ……こんなに大きくなっている」

　豊かな胸の先端は固く膨らみ、先端はほんのりと薄桃色だった。ロタリオはそこを舌先で丹念に舐める。

「やう……あ、ひああ……！」

　敏感な場所を集中的に責められて、アデレイドの唇から悲鳴のような音が漏れる。

「すごく、感じやすいね……」

「お、お前のせいでっ」

　タイタンのためとはいえ、淫らな責めを受けたせいでアデレイドはすっかり敏感になってしまった。体が快楽を覚えたのだ。

「その、君が嫌ならやらないけど」

　ロタリオは見覚えのあるものを取り出した。淫印を書いた筆だった。

「これをまた使ってみたいんだ──もちろん魔導なんか使わないよ」

　アデレイドは無言で答えた。魔導など使わなくても、もう自分には彼の術がかかっている。

　裸のまま寝台に横たわると、熱っぽい表情のロタリオが筆を持って近づいてきた。感触の予感だけで肌が熱くなる。

「ひあっ」

　最初に筆が触れたのは鎖骨の上だった。すーっと首元を横切るように走ると、その後をロタリオの舌がなぞっていく。

「あああ……あああ……！」

　アデレイドはひたすら声を出し続けた。柔らかい筆で嬲られて、声を出さなくてはおかしくなりそうだった。

「これは蜂蜜を薄めたものだよ」

　筆先はとろりとした液体で濡れていた。彼はそれをアデレイドの乳首の先端に触れさせる。

「きゃう……」

　細かい襞の一本一本をなぞるように動かされると全身に震えが走った。

「綺麗だよ、蜜に濡れて君の肌が光っている」

　甘く味付けられたアデレイドの体にロタリオはしゃぶりついた。赤ん坊のように乳首を吸われてさらに声が大きくなる。

「や、そんなに……吸わないでっ……おかしくなるっ……！」

　足の間には触れられてもいないのにそこがじんじんする。どんどん腰が反り返る。

「あ、いく、いく……！」

　ついに乳首だけで達してしまった。体内がひくひくと蠢いて、熱いものが滴ってくる。

「あ、あん……」

　呼吸が浅くなっている。肌がざわめいてさらに敏感になった。

「もう、こんなに溶けている──」

　ロタリオは指を足の間に滑り込ませた。そこはもう湯のように熱く蕩けていた。

「あん、触らないでっ……！」

　敏感な花弁を軽く擦られるだけで再び快楽がぶりかえす。またすぐいってしまいそう……。

「や、休ませて、苦しい……」

　頬を染めて懇願するアデレイドにロタリオは微笑む。

「そんな表情されたら、もっと可愛がりたくなる──」

　彼は筆に蜜水を含ませると、それを足の間に差し入れた。

「ひあああ！」

　筆が直接果肉に触れるともう声を我慢できない、そうしなければおかしくなってしまう。

　花弁の中で限界まで膨らんだ淫芽を直接撫でられて、快楽のことしか考えられなくなった。

「いくっ、いく……あ、もういくっ……」

　枯れない泉のようにアデレイドの肉体は蜜を垂れ流しながら絶頂を迎えた。体内に快楽を産み出す塊が出来て、どんどん大きくなる。ひくひくと蠢く桃色の花弁を観察するためにロタリオは足の間に入る。

「とても綺麗に咲いているよ、君の花が」

「馬鹿っ、見ないで……」

　快楽の中心を彼に見られて羞恥に身を焼かれる。

　それに、もう体の奥が疼いてたまらなかった。自分では触れられない場所を刺激されたい。

　それなのにロタリオはまだ足の間から動こうとはしなかった。

「もっと、感じさせてあげたい……」

　ねっとりと濡れた筆を、静かに奥深くに差し込んだ。柔らかな果肉を傷つけないよう慎重に進めると、奥の感じる壺を直接撫でる。

「ひゃうっ」

　初めての感触にアデレイドは悶絶した。そこはロタリオによって開発された快感の元だった。柔らかい筆で何度も擦られると、勝手に肉は収縮して筆の軸を締め付ける。

「やああ、駄目ぇ……」

　筆を咥え込んでひくひくと蠢く淫らな花弁をロタリオに観察されている、それだけで達してしまいそう。

「そんな、奥に、入れないでっ……」

　アデレイドの懇願にロタリオはゆっくり筆を引く。するとそれすら新しい快感を産み出すのだった。

「あん……中が、そんな……」

　細い筆が出入りする、その感触だけで狭い筒の中が蠢いた。何度も彼のものに嬲られた場所は、もうどんな刺激でも感じるようになってしまったのだろうか。

「ここも、いいの？　凄いね、全部感じるようになったんだね」

　ロタリオは面白そうに筆を動かす。その繊細な動きに煽られるのを止められない。

「だって……いいの……全部、感じる……！」

　筆先が狭い肉の狭間を擦る。するとそこが別の生き物のように蠢いて熱を持つのだった。アデレイドの小さな花弁はほの紅く染まり、更なる刺激を待ち焦がれていた。

「すごく綺麗に咲いているね……君をもっと味わいたいよ」

　とろとろに濡れた筆をゆっくりと抜くと、ロタリオは蜜で濡れた花弁を口に含んだ。ねっとりとしゃぶられて、再び体が痙攣する。

「ふ、ふああん……やああ……」

　もう自分で自分の体を制御できない、蜜の花は勝手に開いていく。

「君の汁が……蜜と混じって……美味しいよ……花の蜜を吸っているみたいだ」

　ロタリオは蝶のように舌を伸ばして奥まで探る。感じやすい狭い中を直接触れられてそこが再び収縮する。

「ひ、ああ、ひゃんっ……！」

　中をたっぷり擦り上げられてから再び小さな雌蕊をすすられた。アデレイドの体はあっけなく達する。彼の舌の上で桃色の粒がぴくぴくと痙攣した。

「ひっ……ひあ……」

　繰り返しの絶頂でぐったりとしたアデレイドの足を、ロタリオはようやく開いた。

「入るよ、私の妻……」

　甘い言葉と同時に太いものが侵入してきた。衝撃と喜びに涙が浮かぶ。

（繋がった）

　妻として初めて挿入された。それは不思議なほど深い愉悦をもたらす。

「アデレイド……私の妻……」

　ロタリオは何度も同じことを言い、自分の頭を愛おしそうに撫でる。二人の体の間で乳房がつぶれる、その膨らみを優しく撫でた。

「愛している、一生幸せにする」

　自分を見つめてそう呟くロタリオの頬をアデレイドはそっと撫でた。

「私はもう幸せよ……これ以上のものがあるの？」

　美しい灰色の瞳が細まった。

「君はやっと本来の生き方に戻っただけだ。これからもっと、もっと幸せになってそれが続くんだ。私は君を一生守って、幸せにする」

　胸が熱くなった。ジャンドリアの帝王が自分をひたすら愛している、それは怖いほどの喜びだった。

「私はなにをすればいいの？」

　ロタリオはアデレイドの唇に深くキスをする。

「君は、君のままであって欲しい。美しく気高く、私の側にいてくれればいい。それが私の喜びなのだから」

　アデレイドは精一杯の気持ちを込めて口づけを返す。二人の熱い息が混じりあう。

「好きだ……好きだよ」

　ロタリオの腰が動き出した。奥が擦れて淫靡な熱が生まれ出る。

「ふああ……いい……」

　全身で彼に抱き着く。自分の体内が彼のものに絡みついているのを感じている。

「気持ちいいよ……久しぶりで、すごくいい」

　ロタリオは、アデレイドの中を楽しむかのようにゆっくり腰を動かす。そんな穏やかな刺激でも自分の中は勝手に高まってしまう。

「私も……気持ちいい、中が……」

　こりこりと擦るように動かされると、奥の果肉がうねって、彼に絡みつく。きゅうきゅうと締め付ける刺激にロタリオは悶絶する。

「そんなことをしたら、すぐいってしまうと言うのに……」

　ロタリオは切なそうな声を出すが、アデレイドもどうすることも出来ない。

「だって、止まらないの……あ、ああ……！」

　ぐっと奥を貫かれた拍子にびくっとアデレイドの体が震えると、深く埋まっていた肉棒の先端から体内に熱い精が放出された。

「あ、ああ……」

　中に注がれる感触だけで、アデレイドの体内は再び甘く痺れた。

「もっと欲しい、いくら食べても食べたりない」

　一度出して落ち着きを取り戻したロタリオは、繋がったまま再びアデレイドを愛撫しだした。蜜に濡れた筆で彼女の体をなぞる。彼のものは固さを保ったままだった。

「あんっ、やあっ……！」

　胸の谷間から腹の筋、わき腹を擽られると全身の肌がひくひくと蠢く。

「気持ちいい？　君が感じるとそれが私にも伝わる、ひくひくと動いて絡みついてくる──」

　アデレイドの体は蜜の膜で覆われている。それをロタリオは丹念に舐めだした。

「あん、お前の舌が……熱い……」

　彼の唇と舌は柔らかく、濡れていた。それが全身を這いまわって蜜を舐めとっていく。

「気持ちいい……」

　耳の後ろまで舌が這っていく。顎の後ろやうなじ──彼の触れていないところがなくなっていく。

「あ、あ、もっと……！」

　アデレイドは自分の足で彼の胴をしっかりと掴んだ。そうすると未だ固い彼のものがさらに奥へと突き進む。

「そこっ……いいっ……」

　最奥に彼の先端が触れると、また違った快楽が産まれる。

「君の奥が、すごく火照っている……」

　自分では知りえない自分のなかのことを言われると、羞恥で気が遠くなる。ロタリオはアデレイドの頭を押さえるようにしてさらに深く穿つ。一突きごとに体が変化していく──。

「やんっ、や……おかしくなるっ……！」

　じいんとする快楽が止まらない。自分の内側が充血して、敏感になっていく。そこをさらに強く突かれると目の前が赤くなるほど感じてしまう。

「凄い、きつくなって、締め付けてきた……」

　アデレイドが感じるほど体内の構造が淫靡になるようだった。彼の言葉がさらに自分を燃え立たせる。

「だって……いいのっ、凄く……」

　ごりごりと中をえぐられ、快感は急激に膨れ上がる。いったん始まった衝動はもう止まらなかった。

「君が、感じているところをもっとよく見たい……」

　ロタリオがいったん体を離す。腰をしっかり持って、じっくりと奥を探るようにえぐった。

「やう……そんな、当たる、のにっ……！」

　奥の、一番感じるところを直接突かれ、アデレイドは悲鳴を上げた。白い肌が紅に染まって黒髪が映える。

「綺麗だよ……アデレイド……もっと、感じて……」

　ロタリオはさらに繋がった腰を引き付けると、自分の体をつなぎ目に押し付けるように動かした。そうされると淫花の中で膨らんでいる雌蕊が刺激され、さらに快楽が追加される。

「ひゃ、あ、そこっ……き、気持ちいいの……」

　奥と入口への刺激が重なってアデレイドはおかしくなりそうだった。腰が勝手に持ち上がって淫らな粒をこすりつける。そうすると中の淫筒がぎゅっと収縮して男のものをさらに締め付けるのだった。

「いいよっ……たまらない……柔らかいのに、きつくて、入れているだけで気持ちいい」

　中の感触を楽しむかのようにロタリオはゆっくり腰を使い始めた。そのもどかしい感触がさらにアデレイドを煽り立てる。

「やあん……もっと、もっと、欲しいの……」

　自ら求めるなど恥ずかしいのに、声と動きが止まらない。思わず拳を口に当てるとその仕草がさらにロタリオを煽る。

「可愛いよ、可愛くてたまらない……もっと、もっと、好きになるよ」

　彼の動きが早くなった。感じるところをずん、ずんと突かれ頭がおかしくなる。

「あ、どうしよう……こんな……！」

　予感する絶頂があまりに大きくて、思わずアデレイドは彼にしがみつく。

「変に、なっちゃう……！」

　ロタリオが耳元で囁く。

「君を、おかしくしたい……」

　その瞬間、アデレイドの体が一気に燃え上がった。

「やああ……！」

　自分の体が勝手に収縮して、快感が頭の先からつま先まで突き抜ける。

　目を瞑っているのに美しいきらめきが映った。

（あ……）

　目を開けると、灰色の瞳。

　自分の心が、吸い込まれていく。

「愛している」

　ロタリオの心が流れ込んできた。

　二人の心臓が、温かい血液で繋がる。

「愛している……」

　アデレイドは、愛する男の腕に包まれどこもかしこも触れあっている。

　やがて彼の肉体が最奥で弾け、二人はただ一つの体になって闇に溶けていった。







あとがき








　はじめまして。吉よし田だ行あんと申します。

　この度お声がけいただき初めて濃蜜ラブルージュ様で刊行させていただきました。

　今回姫騎士を書かせていただきました。凛々しく強い女性騎士は大好きなテーマです。理想と快楽の間で揺れ動くアデレイドが大好きで、一生懸命書かせていただきました。鎧の下にグラマラスな肉体があるというキャラクターが好きなので、今回アデレイドを作り出すことが出来て嬉しかったです。

　お相手のロタリオは奴隷から皇太子というドラマティックな登場にしました。彼はひたすら優しくアデレイドを愛し尽くすイメージで書きました。最初は無理矢理なのですが、その時もアデレイドを密かにいたわっている感じが出せればな、と思っています。

　編集者様にご助言いただき、甘く濃いラブシーンを目指しました。楽しんでいただけると幸いです。

　姫騎士ものですと男性向けの作品が多いのですが、堕ちて終わりではなくその先も二人の愛が続いていくことが女性向けの醍醐味かと思います。

　今回とても素敵なイラストをつけていただいた八はち美ぴす☆わん様に感謝いたします。

　これを執筆した２０２３年は夏がとても暑く、なかなか外にいくことも躊躇われました。運動を兼ねてウォーキングをしていたのですが、さすがにこの時期は無理でしたね。アプリなどを使って定期的に体を動かすことを心がけています。

　また、我が家はガーデニングの水やりに追われました。朝たっぷり上げても夕方には乾いてしまい、二回目を上げたりしました。

　薔薇が多いのですが、あまり暑い時期に咲かせると樹が弱ってしまうらしく、蕾を取っています。秋になって再び咲かせるのが楽しみです。

　このお話が世に出る頃にはもう涼しくなっているでしょうね。昔と気候が変わってしまった昨今ですが、それでも日々の中に楽しさを見つけ、明るく過ごしていきたいと思います。

　では、またお会いできる日を願って。






吉田行










【著者紹介】

はじめまして、吉田行といいます。

濃蜜ラブルーシュ様で初作品を書かせていただきました。

大好きな姫騎士もので、とても楽しかったです！

２０２４年は仕事も趣味も、新しいことに挑戦したいです。

まずアイシングクッキーに挑戦したいです。

これからもよろしくお願いします。







濃蜜ラブルージュＦ＋

裏うら切ぎりの皇こう太たい子しは姫ひめ騎き士しを不ふ埒らちな愛あい欲よくで捕とらえて離はなさない
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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